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デザイナーの外部スタッフ
やらせてください
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大阪在住でフリーデザイナーをしております伊藤孝宏です。

フリーデザイナーとして約 20 年ほど活動しております。

今回、御社ホームページを拝見しまして、プロフィールと

簡単な作品を PDF にしてメールをさせて頂きました。お忙しい

中だとは思いますが、最後まで目を通して頂ければ幸いです。

どうぞよろしくお願い致します。
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PROFILE
1972 年三重県四日市市生まれ。
1995 年に南森町のデザイン事務所でデザインの仕事をスタート。
主に求人情報紙のレイアウトを担当。
1996年と1999年に転職して各事務所でデザイナーとしての経験を積む。
2000 年にフリーとして独立し、個人事務所 D-sudio を設立する。

主な制作はパンフレットやチラシ、POP などのグラフィックから
エディトリアルまで幅広く行う。
独立当初は大阪を拠点にした取引先を中心に活動してきたが、
地道ながらも活動を続ける事で少しづつではあるが活動範囲も広がり、
近年では大阪以外の地域からも仕事の依頼を受ける事に。
大阪在住の元気なクリエイター。
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実際に制作したものパンフや小冊子の表紙

実際に制作したもの　雑誌の紙面

実際に制作したものパンフや小冊子の中面

実際に制作したもの　書籍の組版
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専門家の組織化と
事業の成長

第 2 章
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菱
村
総
合
税
務
会
計
事
務
所
の
創
業

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
、
菱
村
和
彦
は
14
年
間
勤
務
し
た
豊
中
市
内
の
辻
本
経
理
事
務
所
（
現 

辻
本
会
計
事
務
所
）
か
ら
独
立
、
「
菱
村
総
合
税
務
会
計
事
務
所
」
を
創
業
し
た
。
最
初
の
３
年
間

は
失
敗
と
挫
折
の
連
続
だ
っ
た
が
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
、
飯い
い

塚づ
か 

毅た
け
し

先
生
と
の
運
命
的
な
出

会
い
が
事
業
と
人
生
を
変
え
て
い
っ
た
。

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に
は
、
株
式
会
社
豊
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
計
算
セ
ン
タ
ー
（
現 

株
式
会
社

Ｍマ

ス
Ａ
Ｓ
ブ
レ
ー
ン
）
を
設
立
。
経
営
分
析
表
を
も
と
に
し
た
経
営
改
善
を
提
案
し
、
顧
問
先
に
次
々

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
計
を
導
入
し
て
い
っ
た
。
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
計
は
、
新
規
開
拓
の
た
め
の

強
力
な
差
別
化
商
品
に
な
っ
て
い
っ
た
。

世
の
中
は
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
深
刻
な
イ
ン
フ
レ
不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
日
本
経
済

は
高
度
成
長
か
ら
一
転
、
低
成
長
に
突
入
し
て
い
っ
た
。
顧
問
先
の
中
に
は
経
営
破
た
ん
に
追
い

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
ひ
と
か
ど
の
会
社
が
破
綻
し
て
い
く
。
あ
れ
だ
け
順
調
だ
っ
た
経
営

が
、
あ
る
日
を
境
に
い
き
な
り
す
べ
て
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
坂
道
を
転
が
っ
て
い
く
。
そ
れ

は
、
な
ぜ
な
の
か
。
止
め
よ
う
が
な
い
こ
と
な
の
か
。

や
が
て
、
小
池
由
久
の
た
っ
て
の
願
い
で
、
高
額
の
経
営
計
画
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
社
の
経
営
に
と
っ
て
、
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
「
正
し
い
防
衛
」
だ
。

し
か
し
、
防
衛
だ
け
で
会
社
は
守
れ
な
い
。
「
経
営
発
展
」
が
必
要
な
の
だ
。
そ
の
た
め
の
、
確
か

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
税
金
の
中
に
経
営
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
経
営
の
中
に
税
金
が
あ
る
。
経
営
を
し
よ
う
と
思
え
ば
、

未
来
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
業
会
計
人
の
使
命
は
、
そ
こ
に
あ
る
」。
菱
村
は
じ
め
事
務
所

の
職
員
の
志
が
、
会
計
や
税
務
に
留
ま
ら
ず
、
中
期
経
営
計
画
へ
と
駆
り
立
て
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
事
務
所
も
、
創
業
の
地
で
あ
る
豊
中
市
中
桜
塚
（
小
さ
な
建
売
住
宅
）
か
ら
、

北
大
阪
急
行
線
緑
地
公
園
駅
前
の
緑
地
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
に
移
転
し
て
い
た
。
創
業
11
年
目
、
念

願
の
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
事
務
所
」
で
あ
っ
た
。

ビ
ッ
グ
バ
ン

し
か
し
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
４
月
、
菱
村
和
彦
の
右
腕
と
し
て
事
務
所
の
運
営
を
支
え
な
が

ら
税
理
士
資
格
を
取
得
し
て
い
た
荒
家
高
志
が
独
立
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

若
い
職
員
た
ち
の
不
安
を
感
じ
取
っ
て
い
た
菱
村
は
、
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
８
月
の
あ
る
土

曜
の
夜
、
徹
夜
討
論
会
を
開
催
。
い
ま
や
最
古
参
と
な
っ
た
小
池
由
久
以
下
、
職
員
10
名
弱
が
菱
村

邸
に
招
か
れ
た
。
こ
の
と
き
の
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
情
熱
が
、
事
務
所
初
の
中
期
経
営
計
画
づ
く
り

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

日
本
経
営
の
新
た
な
未
来
の
扉
を
開
く
〝
ビ
ッ
グ
バ
ン
〞
、
第
二
創
業
で
あ
っ
た
。

中
期
経
営
計
画
の
中
で
共
有
さ
れ
た
こ
と
が
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
」
へ
の
業
種
特
化
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
開
業
医
師
は
、
戦
後
に
制
定
さ
れ
た
「
租
税
特
別
措
置
法
」
第
26
条
（
医
師
優
遇
税

制
）
に
よ
っ
て
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
対
し
て
概
算
経
費
率
72
％
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
簡
単
に

言
え
ば
、
実
際
の
利
益
が
い
く
ら
で
あ
る
か
に
関
係
な
く
、
収
入
の
28
％
だ
け
を
利
益
と
し
て
申
告
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１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。

こ
の
年
の
関
西
圏
で
の
税
務
調
査
は
、
自
粛
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

明
け
て
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
２
月
、
一

通
の
通
知
書
が
、
あ
る
資
産
家
の
お
客
様
の
も
と

に
届
い
た
。「
相
続
税
の
更
正
通
知
書
及
び
加
算
税

の
賦ふ

課か

決
定
通
知
書
」。
財
産
価
格
５
億
円
の
更
正

で
あ
っ
た
。

翌
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
１
月
か
ら
、
出
資

金
贈
与
の
申
告
に
つ
い
て
大
阪
国
税
局
の
調
査
が

次
々
と
入
る
。
評
価
に
誤
り
が
あ
る
と
し
て
「
贈

与
税
更
正
通
知
書
及
び
加
算
税
の
賦
課
決
定
通
知

書
」
が
届
き
、
６
月
ま
で
に
計
４
件
、
財
産
価
格

20
億
円
の
更
正
が
通
知
さ
れ
た
。
合
計
25
億
円
の

更
正
通
知
で
あ
る
。

事
の
発
端
は
８
年
ほ
ど
前
に
遡
る
。

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
末
か
ら
１
９
９
２
（
平

成
４
）
年
。
か
つ
て
類
を
見
な
い
空
前
の
好
景
気

に
、
日
本
中
が
酔
い
し
れ
て
い
た
。
東
京
で
始
ま
っ

た
地
価
の
高
騰
は
、
大
阪
・
名
古
屋
・
福
岡
へ
と

広
が
り
、
全
国
の
主
要
都
市
で
地
価
が
異
常
な
高

騰
を
続
け
て
い
た
。「
バ
ブ
ル
経
済
」
で
あ
る
。

大
都
市
の
再
開
発
が
活
発
に
な
り
、
大
規
模

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
た
。
売
り
渡
し
や

立
ち
退
き
を
拒
む
土
地
所
有
者
・
借
地
人
・
建
物

賃
借
人
た
ち
へ
の
「
地
上
げ
」
が
社
会
問
題
化
し
、

新
聞
で
も
た
び
た
び
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。

大
阪
市
内
に
お
い
て
広
大
な
土
地
を
有
す
る
Ａ

氏
は
、
相
続
税
の
納
税
資
金
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

た
。
代
々
続
く
資
産
家
で
あ
る
Ａ
氏
は
広
大
な
土

地
を
所
有
し
、
そ
の
相
続
税
評
価
額
は
１
０
０
億

円
を
下
ら
な
い
。
し
か
し
大
部
分
が
貸
地
で
あ
り
、

数
多
く
の
借
地
人
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
。
借
地
人

の
数
は
数
百
件
に
も
の
ぼ
る
。

Ａ
氏
が
数
百
件
の
借
地
人
か
ら
受
け
る
借
地

料
は
、
年
間
２
億
４
０
０
０
万
円
ほ
ど
。
し
か
し
、

土
地
に
課
せ
ら
れ
る
固
定
資
産
税
は
２
億
円
を
超

え
て
お
り
、
地
代
集
金
な
ど
を
担
う
家や

守も
り

と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
へ
の
人
件
費
の
支
払
い
を
考
え
る
と
、

手
元
に
は
僅
か
な
金
額
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。

Ａ
氏
は
70
歳
に
な
る
。
自
分
に
万
一
の
こ
と
が

あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
50
億
円
の
相
続
税
が
発
生

す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
収
益
性
の
低
い
土

地
で
は
、
相
続
税
の
納
税
資
金
を
確
保
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
っ
た
。

延
納
は
ど
う
か
。
バ
ブ
ル
経
済
最
盛
期
。
金
利

水
準
は
８
〜
９
％
。
延
納
し
た
こ
と
に
よ
る
利
子

税
だ
け
で
も
毎
年
、
数
億
円
に
も
な
る
。

物
納
は
ど
う
か
。
こ
れ
も
不
可
能
だ
。
国
は
、

ま
ず
応
じ
て
く
れ
な
い
。
借
地
人
と
の
権
利
関
係

が
複
雑
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
相
続
税
の
課
税

は
行
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
現
物
で
納
め
る
こ
と

は
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

残
る
選
択
肢
は
、
売
却
だ
け
で
あ
る
。

当
時
、
Ａ
氏
の
所
有
し
て
い
る
土
地
は
、
更

地
で
あ
れ
ば
坪
当
た
り
２
０
０
万
円
強
。
借
地
権

を
50
％
と
す
る
と
、
底そ

こ

地ち

の
価
額
は
坪
当
た
り

１
０
０
万
円
。
し
か
し
、
例
え
ば
30
坪
の
貸
地
を

３
０
０
０
万
円
で
購
入
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
上
が

る
地
代
は
月
額
１
万
５
０
０
０
円
ほ
ど
。
固
定
資

産
税
を
差
引
く
と
、
投
資
利
回
り
は
１
％
に
満
た

な
い
。
借
地
借
家
法
に
よ
り
地
代
の
改
定
も
ま
ま

な
ら
な
い
。
定
期
預
金
に
預
け
て
お
い
て
も
、
金

利
７
％
、
８
％
の
時
代
に
、
こ
の
よ
う
な
土
地
を

購
入
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
真
っ
当
な
買
い
手
で

は
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
地
上
げ
屋
」
だ
け
だ
っ

た
。「
地
上
げ
屋
」
だ
け
が
こ
の
よ
う
な
貸か
し

宅た
く

地ち

を

購
入
し
、
地
上
げ
し
、
広
大
な
更
地
に
し
て
転
売

す
る
と
い
う
事
業
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、「
地
上
げ
屋
」
も
荒
っ
ぽ
い
地
上
げ
を
し

た
く
て
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
処
分
に
困
っ

て
い
る
地
主
か
ら
安
価
に
底
地
を
買
い
取
り
、
借

地
人
か
ら
は
少
し
色
を
つ
け
て
借
地
権
を
買
い
取

る
。
双
方
か
ら
細
分
化
さ
れ
た
土
地
を
買
い
取
っ

て
、
１
０
０
０
坪
、
２
０
０
０
坪
と
い
っ
た
広
大

な
地
形
の
良
い
土
地
に
し
て
か
ら
売
却
す
る
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
借
地
人
の
９
割
が
売
却
に
応
じ
て

く
れ
た
と
し
て
も
、
残
り
１
割
の
借
地
人
が
応
じ

て
く
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ど
う
な
る
か
。
一
帯
の

土
地
は
虫
食
い
の
形
の
悪
い
土
地
に
な
り
、
売
り

物
に
な
ら
な
い
。
時
間
を
か
け
て
正
常
な
交
渉
を

続
け
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
が
、「
地
上
げ
屋
」
と
し

て
も
、
既
に
相
当
の
資
金
を
投
下
し
て
い
る
。
時

間
が
か
か
る
ほ
ど
、
金
利
が
コ
ス
ト
と
し
て
の
し

か
か
っ
て
く
る
の
だ
。
当
時
、
こ
の
よ
う
な
「
地

上
げ
屋
」
の
調
達
資
金
の
金
利
は
10
％
を
超
え
て

い
た
。
結
果
、
違
法
行
為
ギ
リ
ギ
リ
の
荒
っ
ぽ
い

手
段
に
よ
る
立
ち
退
き
、
追
い
出
し
と
い
う
地
上

げ
行
為
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ａ
氏
の
悩
み
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
。
Ａ
氏
は
、

こ
の
地
域
に
お
け
る
代
々
の
地
主
の
家
系
で
あ
る
。

自
分
に
万
一
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
家
族
に
は
多
額

の
相
続
税
が
課
税
さ
れ
、
そ
れ
を
納
め
る
た
め
に

は
土
地
を
「
地
上
げ
屋
」
に
売
却
す
る
し
か
な
い
。

し
か
し
、
借
地
人
の
中
に
は
Ａ
氏
の
子
供
の
頃
か

ら
の
知
り
合
い
も
多
く
、
一
緒
に
遊
ん
だ
仲
間
な

ど
も
沢
山
い
る
。
そ
の
よ
う
な
知
人
・
友
人
た
ち
が
、

は
か
ら
ず
も
「
地
上
げ
屋
」
に
酷
い
目
に
合
わ
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
を
危
惧
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
底
地
の
処
分
の
相
談
が
Ｂ

歯
科
医
院
の
院
長
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
た
。
Ｂ
院
長

の
お
母
様
も
、
Ａ
氏
ほ
ど
で
は
な
い
が
先
祖
代
々

の
貸
宅
地
を
相
続
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
諸
般
の

事
情
で
そ
の
貸
宅
地
を
売
却
し
た
い
と
い
う
。

日
本
経
営
の
担
当
者
は
、
不
動
産
売
買
の
仲
介

業
を
営
ん
で
い
る
Ｉ
建
設
の
Ｉ
社
長
を
紹
介
し
た
。

Ｉ
社
長
は
積
極
的
に
購
入
者
を
探
し
て
く
れ
た
の

だ
が
、
案
の
定
、
貸
宅
地
を
ま
と
め
て
購
入
し
て

く
れ
る
の
は
、「
地
上
げ
屋
」
以
外
に
は
見
つ
か
ら

な
い
。

と
こ
ろ
で
、「
地
上
げ
屋
」
が
、
地
上
げ
を
す

る
土
地
を
購
入
す
る
に
は
、
事
前
に
調
査
を
行
い
、

地
上
げ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
購
入

す
る
価
格
の
目
処
を
つ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
「
地

上
げ
屋
」
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
借
地
人
た
ち
が
、「
地
上
げ
屋
」
に
売
却
さ

れ
る
と
考
え
て
、
Ｉ
社
長
を
尋
ね
て
来
た
。
聞
く
と
、

「
地
上
げ
屋
」
に
売
る
く
ら
い
な
ら
、
自
分
た
ち

に
売
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
。
し
か
し
、
買
い
た
く

て
も
資
金
や
所
得
が
無
く
て
買
え
な
い
人
も
い
る
。

「
買
え
る
人
だ
け
に
売
っ
て
は
、
虫
食
い
の
状
態
の

土
地
に
な
っ
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
言
う
と
、

借
地
人
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
お
金
を
出
し

合
っ
て
ま
と
め
て
買
う
と
ま
で
言
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
す
で
に
売
却
は
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

話
し
合
い
は
そ
こ
で
終
わ
っ
た
の
だ
が
、
Ｉ
社
長

は
「
こ
れ
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
で
は
な

い
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
借
地
人
た
ち
も
、

で
き
れ
ば
底
地
を
購
入
し
た
い
の
で
あ
る
。

Ｉ
社
長
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
小
池
由
久
と
親

泊
伸
明
は
、
１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
前
後
、
借

地
人
自
身
が
底
地
を
購
入
す
る
と
い
う
貸
地
に
つ

い
て
の
処
分
方
法
を
ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
、

検
討
し
始
め
た
。

地
主
が
直
接
、
話
を
し
て
も
、
う
ま
く
は
い

か
な
い
。
借
地
人
と
地
主
と
い
う
永
年
の
関
係
が

邪
魔
を
す
る
か
ら
だ
。
第
三
者
が
交
渉
す
る
と
し

て
も
、
一
部
の
借
地
人
だ
け
で
は
駄
目
で
、
す
べ

て
の
借
地
人
が
応
じ
て
く
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

忘れてはならないエピソード 税務訴訟  

平成4年分贈与税更正通知書及び加算税の
賦課決定通知書／1997（平成9）年5月
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022 70 Years of TADANO

中期経営計画（08-10）

5期連続の増収増益、そして1990年度以来17
年ぶりの過去最高益の更新と、2007年度の好業
績を受けて幕を開けた2008年度に、新たな中期経
営計画（08-10）がスタートした。新計画は10年の
計に立った成長を目指し、「市場変動を乗り越え、
新たな成長軌道へ」がメインテーマ。その中で長期
3大テーマとして、「社風の構築」「競争力の強化」

「事業構造の転換」を掲げた。
「社風の構築」は「経営理念」を軸とした経営を

行うもの。経営理念を創業当初からの「創造・奉
仕・協力」に一本化し、その実現を事業目的とした。
これは「人や社会のお役に立ち、成長し続ける私た
ちであり続けたい」との考えを基本にしており、リコー
ル問題により原点回帰の必要性を痛感したことに加
え、創立60周年を契機に“第2の創業”をスタート
させる意志を鮮明にしたものであった。

「競争力の強化」では「ブランド力の強化・商品
力の強化・収益力の強化」に取り組み、「事業構
造の転換」は、今後の事業領域を LE（Lifting 
Equipment）と定め、「LE 世界 No.1を目指す」こ
とを長期目標に掲げた。LEを事業領域に絞ったう
えで「エリアの拡大・分野の拡大・商品概念の拡
大」に取り組むもので、市場規模が年間3兆円の
LE 業界にターゲットを絞り、その事業領域の中で総
合化、グローバル化を進め、新たな成長を目指して
いくこととした。

そして、本業といえるLE 分野の開発・生産・営
業・サービスを通じ、経営理念の「創造・奉仕・協
力」を実現していくために、核となる共有すべき価値
観「コアバリュー」を「安全・品質・効率」として制
定。経営理念とともにこのコアバリューは、どんな時
も揺らぐことのないものとして、現在も事業活動の根
幹となっている。

創造【Creation】
工夫による前進と誇りうる品質の

ために創造しましょう。  

奉仕【Contribution】
顧客の利益と住みよい社会の

建設のために奉仕しましょう。

協力【Cooperation】
私達の幸福と堅い心の

結びつきのために協力しましょう。 

経営理念「創造・奉仕・協力」の実現が事業目的

経営理念

１．安全【Ｓ】Safety
つくる人､扱う人、そして社会の人々の

全ての安全を最優先します。 

２．品質【Ｑ】Quality
質の向上を追求し、製品・サービス・業務の品質を高めます。

３．効率【Ｅ】Efficiency
業務効率を向上させるとともに、

顧客の経営効率改善に寄与します。

コアバリュー

奉仕

創造

事業
目的

協力

1
第1章

リーマン・ショックの激震
第1節 LE 世界 No.1を目指す
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RC燃料消費モニター・エコモード開発

地球温暖化などによる環境意識の急速な高まり
を受けて、当社でも地球環境の保全に貢献しようと
取り組む動きが出てきた。そこで「環境対応LE機」
の開発を行うとともに、作業中の燃料消費削減や
低騒音、CO2削減を実現するための研究が始めら
れた。まず作業中のエンジン回転数の上限を通常
時以外にエコモード1（最大回転数約20％低減）、
エコモード2（同30％低減）の2段階を設ける。エン
ジン回転数の上限を抑えることで、燃料消費と騒音
を抑制できる。併せて、待機中・作業中・走行中そ
れぞれの燃料消費関連情報をリアルタイムデータと
履歴データの両方で表示し、現状の把握だけでなく
過去の作業に対する検証も行えるようにする。また、
作業量 (tm)の履歴データも付けている。これらの機
能によってオペレータが燃費を意識し、低燃費走行

やアイドリングストップを自主的に行うようになる。この
ように環境に配慮した開発・研究を進めることで、
積極的に環境対策に取り組む姿勢を社会に示すこ
とができた。

第6節 環境に優しい製品づくり

香港パーツデポの開設と閉鎖

2009年当時は、海外向けの補修用部品はすべ
て高松の部品倉庫から出荷しており、航空便で発
送する緊急性の高いものについても、関西空港まで
届くのに1日を要している状況だった。しかし海外市
場のカスタマーサポート強化と売上拡大の必要性を
迫られている中で、部品供給のスピードアップは喫緊
の課題。そのため利便性と効率性に優れた部品デ
ポの開設が望まれている状況だった。
そこで、特に海外向け部品売上の6割を占める
アジア、中国、中東への部品供給に対応すべく、
2009年12月に香港パーツデポの開設を決定。デ

ポ運営のパートナーを日通グループに決め、半年後
の2010年7月から営業を開始した。これによって約
5,600種類の部品在庫が可能となり、午前中に受
注したものは当日のフライトでの出荷が実現した。さら
に、当社の長期休暇期間中における緊急対応も可
能となった。しかし、必要なすべての部品を香港だ
けで揃えられないケースも多く、期待していた中国市
場が伸長しなかったことも重なって、開設当初から厳
しい運営となっていた。
その後、2016年5月に神戸にグローバルパーツセ

ンターを開設したこともあり、同年12月末に香港パー
ツデポはその役目を終えた。

開設当初の香港パーツデポの倉庫

燃料消費モニタ・エコモード国内リーフレット
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場が震災の直撃を受けた。事務所内では大きなロッ
カーやパーテーションが倒れ、机上の書類や一部の
パソコンも散乱し、また部品センターは周辺の地盤沈
下により亀裂が走り、カーゴクレーンのブーム置場か
らはブームがすべり落ちて一部が損傷するなど、激
しい揺れの衝撃を物語っていた。
大震災から数日経て、お客様の依頼で救援修理

が本格化したのだが、その際に製作したカーゴクレー
ン付救援車輛2台が有効に稼働した。また応援を
仰いで復旧作業に当たるなどして、およそ2週間を
かけてユーザーの冠水したオールテレーンを復活させ
ることができた。

被災地への寄付

東北支店やタダノテクノ東日本仙台工場がある仙
台市ではライフラインが復旧せず、ガソリン不足も逼迫
していたため、関東支店やテクノ秋田工場などから
自主的な救援物資が寄せられた。本社からも北陸
支店・新潟営業所・タダノ物流などへ協力を要請し、
水や食品・生活物資などをレンタカーで5回にわたっ
て直接届けており、本社からの救援物資は、あわせ
て4000リットル以上の水・ジュース類、約１トンの米、

カップ麺などの非常食5000食以上となった。
震災を受けてグループ社員からは多額の義援金

が寄せられ、社員からの募金4,459,803円と会社
からの義援金を加えた総額1,000万円を3月末に日
本赤十字社香川県支部に寄贈した。

生産対応

震災の影響により、生産管理や調達、供給など
のサプライチェーンが寸断される中、一部の主要パー
ツの納入がストップした。そのため志度工場では、3
月24日～30日の1週間に渡ってラフテレーンクレー
ン（以下、RC）生産ラインの操業を一部停止せざる
を得なくなった。さらに4月25日～28日にも生産・
業務停止の追加処置を取った。また正常に納入さ
れて引取り保証となった部品の管理や、納入を停
止できない大物部品を保管する場所の確保が難航
し、生産計画に大きな混乱が生じた。
そこで部品が揃うRC機種のみ選んで、手管理
による日々の生産計画を立案。極端に絞り込んだ
生産を実施した結果、4月時点で29台まで落ちて
いたRCの実生産は7月頃から回復し、100台を超
える生産実績を上げた。

激励のメッセージが携帯電話のメールで送られた。
3月14日、福島第1原発3号機で水素爆発が発
生。放射線量の急激な増大もあり、約60km 離れ
た郡山営業所では所属員全員が自宅待機や県外
への避難を余儀なくされた。このような被害状況を
受け、3月16日には髙梨役員（当時）、3月24日・
25日には多田野社長が被災した各拠点を訪問し、
社員を激励した。
今回の「災害対策本部」の対応として、まずグ

ループ社員全員とその家族の安否確認を最優先し、
続いてお客様・サービス工場の被災状況の確認を
行い、全容を把握してから営業・サービスの再開、
義援金や救援物資の送付といった復興支援に当た
るように努めた。しかし、必要な情報がなかなか得
られなかった。東日本大震災を経験して教訓として
残ったのは、災害時における情報入手の重要性で
あった。

被害を受けた拠点

東北支店はブロック会議中に被災。最終売上見
込みについて確認していたところに地震が発生した。
事務所にいた者全員が雪の降るなか仙台市若林体

育館を目指して避難し、体育館では全員で手分けし
て、繋がらない携帯電話に苛立ちながら外出中の
社員の安否確認に没頭し、気がつけば夕暮れを迎
えていたという状況だった。
郡山営業所では東北支店ブロック会議の電話会
議中、携帯電話から緊急地震速報が流れた。これ
までに経験したことのないような激しい揺れに襲わ
れ、事務所の窓ガラスも割れた。壊れた窓は段ボー
ルとゴミ袋で補修したものの外気の遮断が十分でな
いため、放射能の影響を考慮して原則全員自宅待
機とした。お客様の安否を確認したくても電話が繋
がらない、避難先の所在不明など情報が錯綜して、
全て確認できるまで随分時間を要することとなった。
水戸営業所は、被災した事務所を見舞った多田
野社長が後に「被災地の中で水戸営業所の損壊
具合が一番大きい」と感想を漏らしたほど、被害が
大きかった。当時のニュースではあまり報じられなかっ
たが、茨城県の太平洋に面した東側は津波の被害
が大きく、漁港も壊滅状態となった。水戸市内にお
いても震度6弱の強い揺れにより、水戸営業所も
特に2階の被害は甚大で、外壁もひび割れるなど
大幅な改修が必要な状態に陥った。
グループの企業では、タダノテクノ東日本仙台工

写真で振り返る東日本大震災

片付け作業

応接室の様子 エアコンは全て落下

相馬港付近ひび割れした外壁

〔水戸営業所〕 〔郡山営業所〕

事務所内 瓦礫を片付ける社員

被災各地へカーゴクレーンを寄贈

激励に訪れた多田野宏一社長と
髙梨役員

事務所内の被害

レンタカーに積み込まれた救援物資

〔タダノテクノ東日本仙台工場〕〔東北支店〕

上組 150 年史｜資料編 _ 現行定款 _01_ ラフ案

◉サイズ：A4 判　◉インク：プロセス 4C　◉用紙：マットコート 菊判 62.5kg

株式会社上組 定款

第 1 章　総　則

（商　号）　　　　　
第 1 条 　当会社は、株式会社上組と称する。
　　　  ② 英文では、Kamigumi Co., Ltd.とする。
（目　的）

第 2 条 　当会社は、次の事業を営むことを目的とする。
　　　　　 1．港湾運送事業
　　　　　 2．倉庫業
　　　　　 3．貨物自動車運送事業
　　　　　 4．軽車両等運送事業
　　　　　 5．貨物運送取扱事業
　　　　　 6．通開業
　　　　　 7．海運代理店業
　　　　　 8．船舶貸渡業
　　　　　 9．土木建築請負業
　　　　　10．重量貨物運搬据付業
　　　　　11．梱包業
　　　　　12．倉庫工場荷役請負業
　　　　　13．損害保険代理業
　　　　　14．工作物加工業
　　　　　15．氷雪販売業
　　　　　16．陸送業
　　　　　17．宅地建物取引業
　　　　　18．マリーナ施設並びにホテルの経営
　　　　　19．グリル、レストラン及び喫茶店の経営
　　　　　20．装飾装身具、日用品雑貨、衣料品及び食料品 
　　　　　　　の輸出入並びに販売
　　　　　21．一般廃棄物及び産業廃棄物の収集並びに運
　　　　　　　搬業務
　　　　　22．不動産の売買、賃貸、仲介及び管理
　　　　　23．駐車場、洗車場及びガソリンスタンドの経営
　　　　　24．スポーツ教室並びにスポーツクラブの経営
　　　　　25．総合リース業
　　　　　26．金融業
　　　　　27．自動車、小型船舶及び輸送・荷役機器の整備・
　　　　　　　点検並びに販売
　　　　　28．オフィスコンピューター、ファクシミリ、コ
　　　　　　　ピーマシン等事務用機器並びにこれら機器
　　　　　　　部品の販売
　　　　　29．鋼材の売買
　　　　　30．労働者派遣業
　　　　　31．焼酎などの酒類の製造及び販売
　　　　　32．農産物の生産、販売及び輸出入

　　　　　33．発電事業及びその管理・運営並びに電気の売
　　　　　　　買に関する事業
　　　　　34．前各号の営業に附帯する一切の業務
（本店の所在地）

第 3 条 　当会社は、本店を神戸市に置く。
（機　関）

第 4 条 　当会社は、株主総会及び取締役のほか次の機関を
　　　　　置く。
　　　　　 1．取締役会
　　　　　 2．監査役
　　　　　 3．監査役会
　　　　　 4．会計監査人
（公告方法）

第 5 条 　当会社の公告は、電子公告により行う。但し、や
　　　　　むを得ない事由によって電子公告によることがで
　　　　　きない場合は、日本経済新聞に掲載する方法によ
　　　　　り行う。

第 2 章　株　式

（発行可能株式総数）

第 6 条 　当会社の発行可能株式総数は、250,000,000株と
　　　　　する。
（自己の株式の取得）

第 7 条 　当会社は、会社法第165条第2項の規定により、
　　　　　取締役会の決議によって市場取引等により自己の
　　　　　株式を取得することができる。
（単元株式数）

第 8 条 　当会社の単元株式数は、100株とする。
（単元未満株式の権利制限）

第 9 条 　当会社の株主は、その有する単元未満株式につい
　　　　　て、次に掲げる権利以外の権利を行使することが
　　　　　できない。
　　　　　 1．会社法第189条第2項各号に掲げる権利
　　　　　 2．取得請求権付株式の取得を請求する権利
　　　　　 3．募集株式又は募集新株予約権の割当てを受
　　　　　　　ける権利
（株式取扱規則）

第10条　株主名簿及び新株予約権原簿への記載又は記録、
　　　　　単元未満株式の買取り、その他株式又は新株予
　　　　　約権に関する取扱い及び手数料については、法令
　　　　　又は定款に定めるもののほか、取締役会において
　　　　　定める株式取扱規則による。

（株主名簿管理人）

第11条　当会社は、株主名簿管理人を置く。
　　　  ② 株主名簿管理人及びその事務取扱場所は、取締
　　　　　役会の決議によって選定し、これを公告する。
　　　  ③ 当会社の株主名簿及び新株予約権原簿は、株主
　　　　　名簿管理人の事務取扱場所に備え置き、株主名
　　　　　簿及び新株予約権原簿への記載又は記録、単元
　　　　　未満株式の買取り、その他株式並びに新株予約権
　　　　　に関する事務は、株主名簿管理人に委託し、当会
　　　　　社においてはこれを取扱わない。
（基準日）

第12条　当会社は、毎年3月31日最終の株主名簿に記載
　　　　　又は記録された議決権を有する株主を以て、その
　　　　　事業年度に関する定時株主総会において権利を
　　　　　行使することができる株主とする。
　　　  ② 前項その他定款に別段の定めのある場合を除くほ
　　　　　か、必要がある場合において、取締役会の決議に
　　　　　より、予め公告して臨時に基準日を定めることが
　　　　　できる。

第 3 章　株主総会

（招集の時期）

第13条　定時株主総会は、毎年1回、6月にこれを招集する。
　　　　　臨時株主総会は、必要ある場合に随時これを招集
　　　　　する。
（招集地）

第14条　当会社の株主総会は、本店所在地の神戸市内で開
　　　　　催する。
（招集者）

第15条　株主総会は、取締役会の決議によって社長がこれ
　　　　　を招集する。
　　　  ② 社長に欠員又は事故があるときは、取締役会にお
　　　　　いて予め定めた順序に従い、他の取締役がこれを
　　　　　招集する。
（議長）

第16条　株主総会の議長は、社長がこれに当る。
　　　  ② 社長に欠員又は事故があるときは、取締役会にお
　　　　　いて予め定めた順序に従い、他の取締役がこれに
　　　　　当る。
（株主総会参考書類等のインターネット開示とみなし提供）

第17条　当会社は、株主総会の招集に際し、株主総会参考
　　　　　書類、事業報告、計算書類及び連結計算書類に記
　　　　　載又は表示をすべき事項に係る情報を、法務省令

　　　　　に定めるところに従いインターネットを利用する
　　　　　ことにより、株主に対して提供することができる。
（決議の方法）

第18条　株主総会の決議は、法令又は定款に別段の定めの
　　　　　ある場合を除くほか、出席した議決権を行使する
　　　　　ことができる株主の議決権の過半数を以てこれを
　　　　　行う。
　　　  ② 会社法第309条第2項の定めによるべき決議は、
　　　　　議決権を行使することができる株主の議決権の3
　　　　　分の1以上を有する株主が出席し、その議決権の
　　　　　3分の2以上を以てこれを行う。
（議決権の代理行使）

第19条　株主は、株主総会において他の議決権を有する株
　　　　　主1名を代理人として、その議決権を行使するこ
　　　　　とができる。
　　　  ② 前項の場合には、株主又は代理人は代理権を証
　　　　　明する書面を、株主総会毎に当会社に提出しなけ
　　　　　ればならない。
（議事録）

第20条　株主総会の議事の経過の要領及びその結果並び
　　　　　にその他法令に定める事項は、議事録に記載又は
　　　　　記録する。

第 4 章　取締役及び監査役

（員　数）

第21条　当会社は、取締役20名以内、監査役5名以内を置く。
（選　任）

第22条　取締役及び監査役は、株主総会の決議によって選
　　　　　任する。
　　　  ② 取締役及び監査役の選任決議については、議決
　　　　　権を行使することができる株主の議決権の3分の
　　　　　1以上を有する株主が出席し、その議決権の過半
　　　　　数を以てこれをなし、取締役の選任決議について
　　　　　は、累積投票によらない。
（任　期）

第23条　取締役の任期は選任後1年以内、監査役の任期は
　　　　　選任後4年以内に終了する事業年度のうち最終の
　　　　　ものに関する定時株主総会の終結の時までとする。
　　　  ② 補欠のため選任された監査役の任期は、前任者の
　　　　　残任期間とする。
（代表取締役）

第24条　会社を代表すべき取締役は、取締役会の決議に
　　　　　よって選定する。

現行定款
2017（平成29）年6月改正
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タイ ◦ Thai Logistics Service Co., Ltd.（TLS） 

住所―

連絡先―

3656/65 Green Tower, 20th Floor, Rama 
Road, Klongton, Klongtoey, Bangkok, 
Thailand 
+66-2-2367-3400 Ext.12 

◦ Eastern Sea Laem Chabang Terminal Co.,Ltd.（ESCO） 

住所―

連絡先―

Laem Chabang Commerc ia l  Port 
Terminal  3  Toong Sukha Sr i racha 
Chonburi, 20230, Thailand 
+66-38-490086 Ext.1301

マレーシア ◦ Kamigumi (Malaysia) Sdn. Bhd. 

住所―

連絡先―

Suite 10.04A, 10th Floor Wisma Mpl, 
Jalan Raja Chulan, 50200 Kuala Lumpur, 
Malaysia 
+60-3-2141-4900 

◦ Kamigumi Global Solutions Malaysia Sdn. Bhd.（KGSM） 

住所―

連絡先―

Lot  1639, Kawasan Per industr ian 
Krubong, Mukim Krubong, 75250, 
Melaka, Malaysia 
+60-6-336-2080 

シンガポール ◦ Kamigumi Singapore   Pte. Ltd. 

住所―

連絡先―

10 Anson Road, #22-04, International 
Plaza, Singapore, 079903 
+65-6221-9322 

インドネシア ◦ PT. Kamigumi Indonesia 

住所―

連絡先―

Menara 165, 7th Floor Unit B, JI, TB, 
Simatupang Kav.1, Cilandak Timur, 
Jakarta Selatan 12560, Indonesia 
+62-21-2940-6390 

◦ PT. Kamigumi Logistics Indonesia

住所―

連絡先―

Kawasan Greenland Internat ional 
Industrial Center （G.I.I.C.） Block AE 
No. 05, Kota Deltamas, Desa Nagasari, 
Kecamatan Serang Baru-Bekasi 17330 
+62-21-2215-7120 

ミャンマー ◦ヤンゴン事務所 

住所―

連絡先―

Room No. 1217, 12A Floor, Sakura 
Tower 339, Bogyoke Aung San Road, 
Kyauktada Township, Yangon, Myanmar 
+95-1-255-026 

◦ Thilawa Global Logistics Co., Ltd.（TGL） 

住所―

連絡先―

Lot No. B10, Thilawa Special Economic 
Zone, A Area, Yangon, Myanmar 
+95-1-2309-017 

◦ Kamigumi-EFR Logistics （Myanmar） Co., Ltd. 

住所―

連絡先―

No.（23）, Room（5D）, 5th Floor, U 
Aung Myat Road, Thapyaygone Ward, 
Mingalar Taung Myunt Township, Yangon, 
Myanmar 
+95-1-206422

バングラデシュ ◦バングラデシュ事務所 

住所―

連絡先―

House No. 548, （Ground Floor）, Road 
No. 13, Dohs Baridhara, Dhaka - 1206, 
Bangladesh 
+880-2-841-6301 
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西暦 和暦 月 当社事項 月 一般事項

1867 慶応  3 － 兵庫港の荷物運上所専属の荷物運搬を担う港湾労務者の団体・神
戸浜仲が創業。伊豆半七郎が差配人・判頭に就任

12 兵庫開港､運上所設置

1871 明治  4 － 沖行人足・小頭の関浦清次郎が兵庫県から百人部屋の監督を命ぜ
られる

8 廃藩置県

1873 明治  6 － 上組浜仲と改称（神戸浜仲が2つに分かれた際に、主に神戸港の
上方で仕事を行ったため）

1
7
運上所を神戸税関と改称
地租改正条例制定

1875 明治  8 10 頭取の伊豆半七郎の死去に伴い関浦清次郎が頭取に就任 － 三菱商会上海横浜航路開始

1879 明治12 － 関浦清次郎の辞任に伴い長谷川豊治が頭取に就任 － 西南戦争（明10年）

1881 明治14 － 長谷川豊治の死去に伴い、山口辰之介が頭取に就任 10 板垣退助が自由党を結党

1882 明治15 2 組織の運営や統制の規則として「神戸港上組寄場取締規則」を制定 10 日本銀行設立

1890 明治23 － 事務所を海岸通3丁目（米穀取引所跡）へ移転

1899 明治32 7 組織の財産の帰属や資金調達のための証券発行のルールを定めた
「仲間規約」を制定

－ 関税法・屯税法公布

1902 明治35 － それまでの沿岸荷役に加え、本船船側での貨物引取（沖取り）業務
を開始

1904 明治37 2 日露戦争起る

1906 明治39 5 上組合資会社を設立。資本金20万円。山口辰之介が初代代表社員
（頭取）に就任

5 新宿御苑開園

1909 明治42 －
－
矢頭喜三郎が頭取に就任。副頭取制が創設されて山口良吉が就任
初の神戸以外の拠点となる築港出張所を大阪に開設 6

生糸輸出世界第1位に
両国国技館落成

1910 明治43 －
－
－

輸入綿花の検量・荷捌きのため棉花部を設置
この頃、ジャーデン商会からはじめてステベドア業務を請け負う
この頃、輸送部を設置し、貨車の積卸・発送業務を実施。また阪神
電気鉄道の貨車積み作業と神戸・大阪での集配作業のため電車部
を新設

1911 明治44 3 総社員申合規約を制定 2 日米新通商条約調印、関税自主権確立

1914 大正  3 － 副頭取の山口良吉が死去 7 第1次世界大戦が起こる。この影響で輸出入
貨物が急増

1917 大正  6 4 定款改正。従来の小頭を営業部長に、若者頭を総監督に、人足廻を
監督に名称変更

9 大蔵省、金貨幣・金地金輸出取締令公布

1919 大正  8 －

－

鉄道院（後の鉄道省）の公認運送取扱人となり、住吉、尼崎に支店
を開設
この頃、森本倉庫と提携しその荷役請負を開始

－ 鉄道省が、公認運送取扱人制度を制定

1921 大正10 7
－
－

－

矢頭喜三郎頭取の退社に伴い赤藤梅太郎が頭取となる
横浜運輸に一部出資して上組の代理店とする
鉄道貨物の取り扱いのため、大阪の湊町駅・安治川駅に出張所を開
設
上組の菩提寺「高法寺」落慶（1945年、戦災により焼失、1950年再
建）

4
4

11

国有財産法・借地法・借家法公布
メートル法公布
東京駅で原敬首相が刺殺される

西暦 和暦 月 当社事項 月 一般事項

1922 大正11 1

6

関門港に入荷する台湾産青果物の荷捌業務のため門司出張所を開
設
地元業者と共同で名古屋上組運送を設立
［出資金102万円］

－ この年、生糸輸出が輸出総額の41%を占め
る

1923 大正12 5

6
9

台湾から輸入されるバナナの内地での荷捌作業を一手に引き受け
るため、函館、小樽に出張所を開設
名古屋上組運送の全業務を承継し名古屋支店を開設
関東大震災後の救援物資や復興資材の取り扱いのため東京出張
所を開設

9
11
関東大震災起こる
中央卸売市場法施行

1925 大正14 11

11

杉村倉庫の荷役を請け負い。同社の専属業者を吸収して大阪支店
を開設
本店事務所を葺合区（現：中央区）浜辺通の現在地に新築移転

3
－
輸出組合法公布
この年、ラジオ普及

1927 昭和  2 4
－
横浜運輸の全事業を承継して横浜支店を開設
青森リンゴの輸送業務のため、弘前出張所を開設

－
－
金融恐慌発生
鉄道省の公認運送取扱人制度廃止。指定運
送取扱人制度設置。1駅1店の方針のもと整
備統合勧誘

1929 昭和  4 － 金沢出張所を開設 11 金輸出解禁令公布

1930 昭和  5 － 名古屋支店が中区船入町に事務所を新築・移転 － 昭和恐慌起こる

1931 昭和  6 － 赤藤梅太郎頭取が退社し相談役に、新頭取には武内秀吉が就任 9 満州事変起こる

1934 昭和  9 4
－
門司出張所を支店に昇格
関西風水害の際に当社所有のフローティングクレーンが活躍

9
－
室戸台風で関西風水害
この年、天候不順で米作などが大凶作

1935 昭和10 －
－
宮津出張所を開設
横浜支店が中区北仲通に事務所を移転

10 倉庫業法施行

1936 昭和11 － 尼崎出張所を開設 2 2.26事件発生

1937 昭和12 6
7

－

武内秀吉頭取の死去により、岸野菊太郎が頭取に就任
日本製鐵（現：新日鐵住金）の資材・機械等の運搬のため広畑出張
所を開設
他社と提携し中国・大連に大連綿業公司を設立（終戦の際に廃止）

4

－

小運送業法、日本通運株式会社法制定。小
運送業の指定業者と非指定業者の集約合同
が図られる
日中戦争起こる

1938 昭和13 3

－

日本染料製造（現：住友化学工業）鶴崎工場の建設用資材の運搬、
機械の据付作業のため鶴崎出張所を開設
川崎汽船の大連定期航路開設を契機にトヨタ自動車工業（現：トヨ
タ自動車）の自動車部品の取り扱いが始まる

5 国家総動員法施行

1939 昭和14 10 広畑出張所を支店へ昇格 9 第2次世界大戦起こる

1940 昭和15 10
－
広畑支店が上組で初めて製鐵所内に総合事務所を開設
満州国の発電所建設に伴い大豊満に出張所を開設

9
11
日、独、伊3国同盟締結
大日本産業報国会発足

1941 昭和16 1

6
－
－
－

満州上組運送を設立。資本金100万円（1945年の終戦と同時に閉
鎖）
定款変更。副頭取2名制採用
小運送事業を日本通運へ譲渡。鉄道輸送業務を停止
港湾運送事業を各港統制会社へ譲渡
戦時下、日本製鐵広畑製鐵所や川西航空機、大同製鋼などの作業
を請け負い

5
9

12

貿易統制令公布
国家総動員法に基づく港湾運送事業等統制
令制定
太平洋戦争起こる
小運送業の指定業者と非指定業者の第2次
統合奨励

1942 昭和17 8
12
スマトラ営業所を開設して、スマトラ島で港湾荷役を受託
戦時統合により横浜支店閉鎖

4

－

配電統制令に基づき、9配電会社開業（北海
道・東北・関東・中部・北陸・関西・中国・四
国・九州）
船舶運営会設立
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こちらはサンプルではなく実際に制作した原稿を少しだけ加工したものです。



5

「
滝
川
第
二

キ
ャ
プ
テ
ン

中
西
」

こ
の
ワ
ー
ド
で
ネ
ッ
ト
検
索
を
す
る
と
、
頭
か

ら
「
大
迫
、半
端
な
い
っ
て
」
と
い
う
言
葉
と
、「
中

西
隆
裕
」
と
い
う
人
名
が
ず
ら
～
っ
と
出
て
く
る
。

「
い
や
い
や
、
も
う
凄
い
で
す
よ
。（
中
西
）
隆

裕
さ
ん
が
出
て
く
れ
た
ら
、
そ
っ
ち
に
殺
到
す
る

と
思
う
の
で
す
が
、
取
材
を
嫌
が
っ
て
い
る
こ
と

は
聞
い
て
ま
す
の
で
。
僕
は
…
…
『
中
西
違
い
』

が
良
い
方
に
転
が
っ
て
い
る
か
、悪
い
方
に
転
が
っ

て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
凄
く
光
栄
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

こ
う
笑
顔
で
語
る
の
は
、
Ｊ
３
カ
テ
ゴ
リ
の
Ｙ
．

Ｓ
．
Ｃ
．
Ｃ
．
横
浜
で
プ
レ
ー
す
る
Ｄ
Ｆ
の
中
西

規
真
だ
。

実
は
彼
も
冒
頭
の
３
つ
の
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
に

相
当
す
る
人
物
な
の
だ
。
彼
は
滝
川
第
二
の
２
年

生
ボ
ラ
ン
チ
と
し
て
、「
あ
の
試
合
」
に
出
場
し
て

い
た
の
だ
か
ら
―
―
。

10
年
前
の
高
校
生
の
セ
リ
フ
が
流
行
語

！？ 

10
年
前
の
第
87
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
の
準
々
決
勝
・
鹿
児
島
城
西
vs.
滝
川
第
二
の

一
戦
。
こ
の
試
合
、
滝
川
第
二
は
鹿
児
島
城
西
の

エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
・
大
迫
勇
也
に
４
試
合
連

続
と
な
る
１
試
合
２
ゴ
ー
ル
を
浴
び
、
２

－

６
で

大
敗
し
た
。

試
合
後
の
滝
川
第
二
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
、
当

時
キ
ャ
プ
テ
ン
で
Ｃ
Ｂ
だ
っ
た
中
西
隆
裕
が
泣
き

な
が
ら
「
大
迫
、
半
端
な
い
っ
て
！
」
と
叫
ん
だ
こ

と
が
テ
レ
ビ
で
流
さ
れ
、
一
気
に
話
題
に
な
っ
た
。

結
局
こ
の
大
会
で
大
迫
勇
也
は
、
１
大
会
の
個

人
最
多
得
点
記
録
と
な
る
10
ゴ
ー
ル
を
マ
ー
ク
し
、

チ
ー
ム
は
準
優
勝
に
輝
い
た
。

大
会
開
催
当
時
も
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
か
な
り
話

題
に
上
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
今
頃
に
な
っ
て
大

流
行
し
た
の
は
、
今
年
の
ロ
シ
ア
Ｗ
杯
の
グ
ル
ー

プ
リ
ー
グ
初
戦
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
戦
で
、
大
迫
勇
也

が
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く
決
勝
ヘ
ッ
ド
を
叩
き
込

ん
だ
か
ら
だ
。

あ
の
セ
リ
フ
の
全
文
は
？

10
年
前
以
上
の
こ
の
セ
リ
フ
が
、
再
び
日
本
列

島
を
駆
け
巡
り
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
以
外
の
多
く
の

人
が
認
識
す
る
流
行
語
と
な
り
、
今
年
の
流
行
語
大

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
ほ
ど
ま
で
に
な
っ
た
。

残
念
な
が
ら
大
賞
は
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
の
「
そ

だ
ね
ー
」
に
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
っ
た
が
、ト
ッ

プ
10
入
り
を
果
た
し
、「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
検
索
大
賞

２
０
１
８
」
と
い
う
賞
で
は
流
行
語
部
門
賞
を
受

賞
し
た
。

「
大
迫
、
半
端
な
い
っ
て
！
」
は
あ
く
ま
で
頭
の

部
分
で
あ
っ
て
、
テ
レ
ビ
で
流
さ
れ
た
ロ
ン
グ
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
文
字
を
起
こ
す
と
、以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
大
迫
、
半
端
な
い
っ
て
、
も
ぉ
ー
。
ア
イ
ツ
半

端
な
い
っ
て
！
後
ろ
向
き
の
ボ
ー
ル
め
っ
ち
ゃ
ト

ラ
ッ
プ
す
る
も
ん
！
そ
ん
な
ん
で
き
ひ
ん
や
ん
、

普
通
！

そ
ん
な
ん
で
き
る
？
言
っ
と
い
て
や
、
で
き
る

ん
や
っ
た
ら
。

（
点
と
っ
た
ら
）
喜
べ
よ
！
応
援
団
の
と
こ
ろ

行
け
よ
！
何
で
コ
ー
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
行
く
ね
ん
？

コ
ー
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
行
く
な
よ
、み
ん
な（
鹿
児
島
）

城
西
！

新
聞
や
、全
部
新
聞
や
。（
点
を
）
獲
ら
れ
た
し
、

も
う
。
ま
た
（
大
迫
が
）
一
面
や
し
。

ま
た
ま
た
ま
た
ま
た
２
発
や
し
。
１
発
に
し
と

け
ば
よ
か
っ
た
！
１
発
に
！
」

結
局
、
こ
の
映
像
は
ネ
ッ
ト
に
上
が
る
こ
と
で
、

何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
多
く
の
人
に
観
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

も
う
ひ
と
り
の「
中
西
」の
人
生
。

話
を
規
真
に
戻
そ
う
。

同
じ
「
中
西
」
と
し
て
試
合
に
出
場
し
て
い
た

規
真
は
、
発
言
者
で
あ
る
「
中
西
」
隆
裕
が
卒
業

し
た
後
、
新
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
隆
裕

か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
マ
ー
ク
を
引
き
継
い
で
い
た
。

そ
し
て
高
校
卒
業
後
は
日
本
体
育
大
に
進
学
し
、

２
０
１
４
年
に
Ｊ
３
を
戦
う
Ｙ
．
Ｓ
．
Ｃ
．
Ｃ
．

横
浜
に
加
入
。
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

横
浜
市
内
の
山
手
に
あ
る
閑
静
な
住
宅
街
。
急

な
坂
を
上
っ
た
先
に
、
彼
が
い
つ
も
練
習
し
て
い

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、そ
の
脇
の
テ
ラ
ス
で
「
大

迫
勇
也
に
ま
つ
わ
る
取
材
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
改

め
て
話
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
あ
の
時（
鹿
児
島
城
西
戦
後
）の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー

ム
は
『
タ
キ
ニ
（
滝
川
第
二
）
ら
し
い
』
と
い
う

か
…
…
あ
の
時
の
３
年
生
は
隆
裕
さ
ん
を
筆
頭
に
、

み
ん
な
凄
く
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
が
多
い
代
だ
っ

た
の
で
。
負
け
て
し
ょ
ん
ぼ
り
す
る
よ
り
、
い
つ

も
『
笑
っ
て
帰
ろ
う
ぜ
！
』
と
い
う
雰
囲
気
で
し

た
ね
。

あ
の
時
、
僕
は
２
年
生
だ
っ
た
の
で
、『
先
輩
、

面
白
い
こ
と
言
っ
て
い
る
な
～
』
と
思
っ
て
泣
き

な
が
ら
も
笑
っ
て
ま
し
た
ね
」

「
隆
裕
さ
ん
は
狙
っ
た
訳
で
は
な
く
て
」

「
で
も
、
ま
さ
か
あ
の
言
葉
が
こ
こ
ま
で
の
社
会

現
象
を
生
む
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
隆
裕
さ

ん
は
狙
っ
た
訳
で
は
な
く
て
、
あ
れ
、
素
の
姿
で

す
か
ら
（
笑
）。

当
時
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
や
た
ら
と
編
集
を

さ
れ
て
流
れ
て
い
た
の
で
、
僕
は
そ
れ
を
面
白
半

分
で
観
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を

引
き
継
い
だ
ら
、
ま
ず
同
じ
『
中
西
』
と
い
う
の

も
あ
っ
て
、
隆
裕
さ
ん
と
比
べ
ら
れ
て
。
僕
ら
の

代
は
か
な
り
ま
と
め
る
の
が
大
変
な
代
だ
っ
た
の

で
、
凄
く
辛
か
っ
た
思
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

卒
業
し
て
日
体
大
に
進
学
し
た
の
で
す
が
、
今

度
は
大
学
で
『
滝
川
第
二
、
キ
ャ
プ
テ
ン
、
中
西
っ

て
…
…
お
前
、
も
し
か
し
て
？
』
っ
て
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
言
わ
れ
ま
し
た
か
ら
（
笑
）。『
お
前
、
あ
の

大
迫
半
端
な
い
っ
て
奴
や
ん
け
～
』
っ
て
す
ぐ
に

先
輩
に
言
わ
れ
て
、よ
く
『
真
似
し
ろ
、真
似
し
ろ
』

と
い
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

他
に
は
『
あ
れ
お
兄
ち
ゃ
ん
な
の
？
』
っ
て

め
っ
ち
ゃ
聞
か
れ
て
、『
い
や
い
や
全
然
違
い
ま
す

よ
！
』
っ
て
否
定
ば
か
り
し
て
ま
し
た
よ
！
（
笑
）。

別
人
と
分
か
っ
て
い
て
の
『
い
じ
り
説
』
と
『
本

人
間
違
え
説
』
と
『
兄
弟
説
』
の
ト
リ
プ
ル
パ
ン

チ
で
も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）」

友
達
を
作
る“
ツ
ー
ル
”に

！？ 

大
学
進
学
を
契
機
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
関
西
か

ら
、
初
め
て
関
東
で
の
生
活
へ
。
い
き
な
り
先
輩

や
周
り
に
い
じ
ら
れ
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う

…
…
と
思
っ
て
い
た
が
、
当
の
本
人
は
逆
に
そ
れ

を
活
用
し
た
の
だ
と
言
う
。

「
最
初
は
友
達
が
１
人
も
居
な
く
て
寂
し
か
っ
た

の
で
す
が
、『
中
西
い
じ
り
』
が
僕
に
と
っ
て
は
初

対
面
の
人
と
の
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の『
ネ

タ
』
に
な
り
ま
し
た
の
で
。

今
だ
っ
て
、
そ
う
な
ん
で
す
か
ら
（
笑
）。
そ

れ
を
活
か
し
て
仲
良
く
な
っ
た
人
が
沢
山
い
ま
す
。

僕
は
関
西
弁
で
ツ
ッ
コ
ミ
も
で
き
る
の
で
、
こ
の

ネ
タ
で
凄
く
場
が
明
る
く
な
る
ん
で
す
よ
」

た
だ
の
思
い
出
話
で
は
な
く
、重
要
な
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
と
し
て
の
「
大
迫
半
端

な
い
っ
て
！
」
と
い
う
言
葉
。

そ
れ
が
良
い
人
間
関
係
に
活
用
で
き
て
い
る
の

は
、
も
ち
ろ
ん
規
真
自
身
の
人
間
性
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
明
る
く
、
時
に
話
す
相
手
を
気
遣

い
な
が
ら
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
会
話
を
す
る
。

取
材
を
し
て
い
て
も
好
印
象
を
抱
か
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

あ
の
名
言
に
ま
つ
わ
る
秘
話
が
あ
っ
た
！

話
を
「
あ
の
シ
ー
ン
」
に
向
け
る
と
、
規
真
は

懐
か
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
こ
う
「
秘
話
」

を
語
っ
て
く
れ
た
。

「
大
会
前
は
正
直
に
言
う
と
、
大
迫
勇
也
の
存
在

を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
僕
ら
は
全
国

で
１
つ
１
つ
勝
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
レ
ベ

ル
の
チ
ー
ム
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
。
目
の
前
の

１
試
合
１
試
合
を
し
っ
か
り
勝
っ
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
で
し
た
か
ら
。

１
回
戦
は
シ
ー
ド
で
、
２
回
戦
に
勝
っ
た
ら
、

一
気
に
準
々
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き

た
感
じ
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
大
迫
選
手
が
初
戦
か
ら

（
１
試
合
に
）
２
発
、
２
発
っ
て
点
を
獲
り
だ
し
て

…
…
。
３
回
戦
が
終
わ
っ
た
翌
日
の
新
聞
に
『
大

迫
勇
也
、
ま
た
ま
た
ま
た
２
発
』
と
い
う
見
出
し

が
躍
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
の
新
聞
を
試
合
前
に
僕
ら
が
見
て
、
先
輩
が

『
お
い
お
い
！

こ
ん
な
ん
書
か
れ
て
る
で
！
こ

れ
で
俺
ら
が
大
迫
に
２
点
獲
ら
れ
た
ら
、“
ま
た
ま

た
ま
た
ま
た
２
発
”
に
な
る
や
ん
け
！！！
（
笑
）』
っ

て
言
い
あ
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。

そ
う
し
た
ら
、
本
当
に
綺
麗
に
２
発
や
ら
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
隆
裕
さ
ん

が
、『
新
聞
や
、
こ
れ
ま
た
新
聞
や
。
ま
た
ま
た
ま

た
ま
た
２
発
や
し
、
１
発
に
し
と
け
ば
良
か
っ
た
、

１
発
に
！
』
と
言
っ
て
…
…
前
日
の
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
れ
で
み
ん
な
が
大
爆
笑
し
た
わ
け
な

ん
で
す
よ
～
（
笑
）。

隆
裕
さ
ん
の
名
言
は
そ
の
伏
線
が
あ
っ
た
か
ら
。

正
直
、
あ
そ
こ
に
い
た
み
ん
な
は
『
明
日
の
新
聞

の
見
出
し
は
そ
う
な
る
（『
ま
た
ま
た
ま
た
ま
た
２

発
』）
な
』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
（
笑
）」

予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
プ
レ
ー
を
。

豪
快
に
笑
っ
て
昔
を
懐
か
し
む
規
真
だ
が
、サ
ッ

カ
ー
選
手
と
し
て
の
大
迫
勇
也
の
「
半
端
な
さ
」

は
当
時
か
ら
強
烈
に
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

「
も
う
衝
撃
的
で
し
た
。
僕
も
笑
っ
て
は
い
ま
し

た
が
、
正
直
、
ま
さ
か
２
発
も
や
ら
れ
る
と
は
思
っ

“ ユ ー ス 教 授 ”の サ ッ カ ー ジ ャ ー ナ ル

「大迫半端ないって！」に新証言。
もうひとりの「中西」に直撃取材！

安藤隆人＝文・写真
text & photograph by Takahito Ando
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練習で真っ黒に日焼けした笑顔も眩しい、爽やかな “もう1人の中西” 規真。いつかまた大迫と対戦できる日を夢見る。
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巨
人
の
Ｆ
Ａ
戦
略
を
検
証
す
る
と
…
…
。

　
'13
年
に
小
林
を
１
位
指
名
し
た
と
き
、
広
島

は
１
位
大
瀬
良
大
地
、
２
位
九
里
亜
蓮
、
３
位
田
中

広
輔
、
５
位
中
村
祐
太
と
い
う
完
璧
な
指
名
を
し
て

い
る
の
で
こ
こ
で
２
年
の
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
。

宇
佐
見
を
４
位
指
名
し
た
'15
年
、
広
島
は
１
位

岡
田
明
丈
、
５
位
西
川
龍
馬
を
指
名
し
て
い
る
の

で
、
こ
こ
で
も
２
年
の
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
。

広
島
の
３
連
覇
に
対
し
て
、
巨
人
が
過
去
３
年

間
で
２
位
→
４
位
→
３
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の

は
、
ド
ラ
フ
ト
戦
略
か
ら
だ
け
見
て
も
、
至
極
当

た
り
前
な
の
で
あ
る
。

丸
は
も
ち
ろ
ん
戦
力
に
な
る
と
思
う
。

来
季
の
巨
人
の
外
野
陣
は
陽
岱
鋼
、
丸
、
長
野

久
義
が
主
体
に
な
り
、
'18
年
に
中
日
か
ら
移
籍
し

た
ゲ
レ
ー
ロ
、
'18
年
に
自
身
２
度
目
の
規
定
打
席

に
到
達
し
、
１
０
７
安
打
を
放
っ
た
亀
井
善
行
は

控
え
に
回
る
だ
ろ
う
。

中
堅
の
橋
本
到
は
楽
天
に
移
籍
し
出
場
機
会
が

増
え
そ
う
だ
が
、
残
留
す
る
重
信
慎
之
介
、
立
岡

宗
一
郎
は
割
を
食
い
そ
う
だ
し
、
二
軍
で
２
ケ
タ

本
塁
打
を
放
っ
た
石
川
慎
吾
、
和
田
恋
は
限
定
さ

れ
た
出
場
機
会
し
か
与
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

丸
の
獲
得
は
自
軍
の
戦
力
ア
ッ
プ
以
外
に
も
広

島
の
戦
力
低
下
の
狙
い
も
あ
り
そ
う
だ
が
、
西
武

や
日
本
ハ
ム
の
過
去
の
例
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
主
力
選
手
の
流
出
に
は
新
陳
代
謝
を
促
す
と

い
う
プ
ラ
ス
面
が
あ
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
視
で

き
な
い
。

主
力
流
出
の
後
に
は
若
手
が
伸
び
る
！

来
季
の
広
島
外
野
陣
は
、
セ
ン
タ
ー
、
ラ
イ
ト

を
野
間
峻
祥
、
鈴
木
誠
也
で
固
め
、
レ
フ
ト
を
バ

テ
ィ
ス
タ
、
西
川
龍
馬
、
松
山
竜
平
で
競
わ
せ
る

だ
ろ
う
し
、
次
代
の
正
捕
手
争
い
か
ら
外
れ
た
坂

倉
将
吾
、
中
村
奨
成
を
外
野
に
回
す
中
長
期
プ
ラ

ン
だ
っ
て
で
き
そ
う
だ
。

広
島
の
例
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
主
力
の
流
出

に
よ
り
新
た
な
プ
ラ
ン
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
同
時
に
、
他
球
団
の
主
力
獲
得
は
自
軍
の
若
手

の
出
場
機
会
を
奪
う
と
い
う
こ
と
も
よ
く
わ
か
る
。

制
度
導
入
の
１
９
９
３
年
以
降
、
巨
人
は
Ｆ
Ａ

権
を
行
使
し
た
24
人
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
成
功

し
て
い
る
と
は
っ
き
り
言
え
る
の
は
小
笠
原
道
大

（
'07
～
'13
年
）
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
も
巨
人
は
Ｆ
Ａ
戦
略
を
止
め
よ
う
と
し

な
い
。
選
手
か
ら
す
れ
ば
ベ
テ
ラ
ン
に
な
っ
て
か

ら
高
い
契
約
金
と
年
俸
で
獲
っ
て
く
れ
る
あ
り
が

た
い
球
団
だ
が
、
若
手
の
生
え
抜
き
に
は
キ
ツ
イ

球
団
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

栄
光
の
直
後
に
暗
黒
時
代
が
。

こ
の
暮
れ
に
、『
ド
ラ
フ
ト
未
来
予
想
図
』（
文

藝
春
秋
刊
）
と
い
う
本
を
出
版
し
た
の
だ
が
、
各

球
団
の
黄
金
時
代
と
暗
黒
時
代
を
対
比
さ
せ
よ
う

と
調
べ
た
ら
、
そ
の
両
者
の
間
に
は
１
～
４
年
間

の
猶
予
し
か
な
か
っ
た
。

近
年
で
は
中
日
が
'10
年
、
'11
年
と
連
覇
し
た
後

で
、
６
年
連
続
Ｂ
ク
ラ
ス
の
始
ま
っ
た
年
が
'13
年

な
の
で
、
猶
予
期
間
は
た
っ
た
１
年
し
か
無
い
例

と
な
っ
た
。

巨
人
の
Ｂ
ク
ラ
ス
は
最
長
で
２
年
な
の
で
暗
黒

時
代
は
ま
だ
訪
れ
て
い
な
い
珍
し
い
球
団
だ
が
、

か
つ
て
の
凄
み
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た

同
時
に
明
ら
か
で
あ
る
。

ド
ラ
フ
ト
下
手
の
球
団
を
Ａ
ク
ラ
ス
に
な
ん
と

か
留
め
る
戦
略
…
…
「
Ｆ
Ａ
戦
略
」
の
効
用
は
そ

れ
く
ら
い
し
か
思
い
当
た
ら
な
い
。
今
後
、
鹿
取

義
隆
Ｇ
Ｍ
か
ら
球
団
の
舵
取
り
を
託
さ
れ
た
新
体

制
は
、
明
確
な
戦
略
を
打
ち
出
せ
る
の
だ
ろ
う
か

―
―
。

私
は
、
巨
人
は
し
ば
ら
く
Ｆ
Ａ
を
封
印
し
た
ほ

う
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
と
り
あ
え
ず

今
の
巨
人
の
最
高
の
戦
略
で
あ
る
。

巨
人
が
積
極
的
な
補
強
を
進
め
て
い
る
が
、
私

は
評
価
し
て
い
な
い
。

Ｆ
Ａ
権
を
行
使
し
た
選
手
は
炭
谷
銀
仁
朗
（
捕

手
・
西
武
）、
丸
佳
浩
（
外
野
手
・
広
島
）、
そ
れ

以
外
で
は
中
島
宏
之
（
内
野
手
・
オ
リ
ッ
ク
ス
）、

岩
隈
久
志
（
投
手
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
）、
ビ
ヤ
ヌ
エ
バ

（
内
野
手
・
パ
ド
レ
ス
）
を
獲
得
し
て
い
る
。

炭
谷
は
通
算
６
５
３
安
打
、打
率
．２
１
２
、ゴ
ー

ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
２
回
と
い
う
完
全
な
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
型
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
年
齢
は
来
季
で
32
歳
を

迎
え
る
。

巨
人
に
は
小
林
誠
司
（
来
季
30
歳
）、
大
城
卓
三

（
同
26
歳
）、宇
佐
見
真
吾（
同
26
歳
）、岸
田
行
倫（
同

23
歳
）
と
い
う
一
軍
ク
ラ
ス
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が

複
数
い
て
、
岸
田
以
外
は
若
手
と
は
言
え
な
い
の

で
、
来
季
き
ち
ん
と
起
用
し
な
け
れ
ば
“
旬
”
を

逃
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
状

況
で
炭
谷
は
Ｆ
Ａ
権
を
行
使
し
て
移
籍
し
て
く
る

の
で
あ
る
。

小
林
は
２
０
１
３
年
の
ド
ラ
フ
ト
で
石
川
歩

（
ロ
ッ
テ
）
の
外
れ
１
位
で
入
団
し
て
以
来
、
３
年

目
の
'16
年
に
１
０
０
試
合
以
上
マ
ス
ク
を
被
り
、

'17
年
春
に
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
全
試
合
に
ス
タ

メ
ン
出
場
し
、
持
ち
味
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
以
外
で

も
打
率
．
４
５
０
（
安
打
９
）、
本
塁
打
１
、
打
点

６
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
の
小
林
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
私
は
い
つ
も

阿
部
慎
之
助
の
若
い
頃
を
思
い
出
す
。

長
嶋
が
阿
部
を
育
て
た
時
は
…
…
。

阿
部
は
新
人
年
の
'01
年
だ
と
．
２
２
５
と
い
う

低
打
率
な
が
ら
１
２
７
試
合
に
出
場
し
て
い
た
。

チ
ー
ム
成
績
を
振
り
返
れ
ば
優
勝
し
た
ヤ
ク
ル
ト

と
は
わ
ず
か
３
ゲ
ー
ム
差
の
２
位
で
あ
る
。
チ
ー
ム

防
御
率
は
前
年
の
３・３
４（
リ
ー
グ
１
位
）
か
ら
４・

４
５
（
リ
ー
グ
６
位
）
ま
で
落
ち
た
。
前
年
１
０
１
試

合
に
出
場
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
村

田
真
一
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
起
用
す
れ
ば
ヤ
ク
ル
ト
と

の
差
は
ひ
っ
く
り
返
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の

年
限
り
で
監
督
の
座
を
原
辰
徳
に
譲
る
こ
と
を
決
め

て
い
た
長
嶋
茂
雄
監
督
は
“
10
年
の
計
”
で
阿
部
を
レ

ギ
ュ
ラ
ー
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
起
用
し
続
け
た
。

そ
の
成
果
は
原
体
制
以
降
の
17
年
間
（
'02
～
'18

年
）
で
リ
ー
グ
優
勝
７
回
、
日
本
一
３
回
と
い
う

成
績
に
し
っ
か
り
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う

起
用
法
を
高
橋
由
伸
前
監
督
や
フ
ロ
ン
ト
は
考
え

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

巨
人
の
捕
手
獲
得
に
一
貫
性
は
あ
る
か
？

資
金
力
の
あ
る
巨
人
と
言
っ
て
も
、
他
球
団
の

超
一
流
選
手
は
国
内
よ
り
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
プ

レ
ー
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
チ
ー
ム
の
補
強
は

ド
ラ
フ
ト
を
主
体
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
'13
年
に
小
林
を
１
位
指
名
し
て
以
降
、

'15
年
に
宇
佐
見
を
４
位
、
'17
年
に
岸
田
を
２
位
、

大
城
を
３
位
で
獲
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

'13
年
と
'17
年
は
完
全
に
即
戦
力
型
の
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
を
め
ざ
し
た
指
名
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、

今
オ
フ
に
炭
谷
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
そ
の
２
回
の
ド
ラ
フ
ト
は
失
敗
だ
っ
た
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。

ド
ラ
フ
ト
を
考
え
る
と
き
、
１
回
の
失
敗
は
１

年
の
遅
れ
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

他
球
団
が
成
功
し
て
い
れ
ば
２
年
の
遅
れ
に
も

な
る
わ
け
だ
。
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18
日
は
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急

で
の
『
馬
場
元
子
さ
ん 

お
別
れ
会
』
に

出
席
し
た
。
坂
口
さ
ん
、
天
龍
さ
ん
、
小

鹿
さ
ん
、
カ
ブ
キ
さ
ん
、
百
田
さ
ん
、
小

橋
さ
ん
、
馳
さ
ん
、
渕
さ
ん
、
川
田
さ

ん
、
秋
山
選
手
…
そ
の
他
大
勢
の
選
手
、

Ｏ
Ｂ
、
関
係
者
が
出
席
し
て
の
盛
大
な
会

だ
っ
た
。
発
起
人
は
元
子
さ
ん
の
姪
の
あ

た
る
緒
方
里
咲
子
さ
ん
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
『
馬
場
さ
ん
＆
元
子
さ

ん
〝
永
遠
な
る
再
会
〟』
と
あ
っ
て
、
し

ん
み
り
し
た
会
と
い
う
よ
り
も
、
明
る
い

会
に
な
っ
た
。

元
子
さ
ん
が
生
前
、
馬
場
さ
ん
の
法
事

に
何
度
も
こ
う
し
た
集
ま
り
を
開
い
た
。

そ
う
い
う
時
は
元
子
さ
ん
の
好
み
で
出
席

者
の
人
選
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
は

ノ
ー
サ
イ
ド
と
い
っ
た
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。
今

ま
で
の
よ
う
な
馬
場
さ
ん
中
心
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
で
は
な
く
、
元
子
さ
ん
自
身
や
馬
場

さ
ん
と
の
生
活
感
に
溢
れ
た
セ
ン
ス
の
良
い

展
示
が
目
を
引
い
た
。

献
花
は
元
子
さ
ん
の
好
き
な
ひ
ま
わ
り
。

宴
会
場
ま
で
の
数
十
メ
ー
ト
ル
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
ハ
ワ
イ
の
熱
帯
林
に
な
っ
て
い
て
、
ジ

グ
ザ
グ
の
小
径
の
中
に
ア
ル
バ
ム
や
愛
用
の

バ
ッ
グ
、
夫
婦
箸
、
馬
場
さ
ん
と
元
子
さ

ん
が
交
わ
し
た
エ
ア
メ
ー
ル
、
仲
睦
ま
じ
い

写
真
、
そ
の
他
、
夫
婦
の
生
活
用
品
が
い

ろ
い
ろ
展
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
熱
帯
林

は
宴
会
場
の
背
景
と
な
り
、
宴
が
進
行
す

る
に
連
れ
て
朝
焼
け
か
ら
夕
焼
け
に
な
っ
て

い
く
演
出
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
は
ダ
イ
ニ

ン
グ
が
置
か
れ
て
、
２
人
の
好
物
の
パ
ン
や

お
に
ぎ
り
、
ワ
イ
ン
に
ビ
ー
ル
が
並
べ
ら
れ
、

端
に
そ
っ
と
葉
巻
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の

周
辺
に
は
馬
場
さ
ん
が
描
い
た
ハ
ワ
イ
の
海

の
油
絵
が
数
点
、
16
文
の
リ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

も
さ
り
げ
な
く
置
か
れ
て
い
る
。
試
合
道

具
は
こ
れ
だ
け
…
。

そ
し
て
何
よ
り
も
私
の
目
を
引
い
た
の

が
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ヘ
ビ
ー
級
選
手
権
の
ゴ
ー
ル
ド

ベ
ル
ト
だ
。「
き
っ
と
今
日
は
出
る
だ
ろ

う
」
と
期
待
し
て
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
展

示
さ
れ
て
い
て
、
テ
ン
シ
ョ
ン
は
Ｍ
Ａ
Ｘ
！
　

２
０
０
人
近
く
の
列
席
者
の
中
で
も
、
こ

の
ベ
ル
ト
に
異
常
反
応
し
て
駆
け
寄
っ
た
の

は
私
と
ゴ
ン
グ
の
戦
友
・
小
佐
野
景
浩
氏

だ
け
だ
っ
た
。
ベ
ル
ト
は
16
文
シ
ュ
ー
ズ
と

違
っ
て
、
ク
リ
ア
ケ
ー
ス
に
覆
わ
れ
て
い
て

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
何
の
注

釈
も
書
か
れ
て
い
な
い
（
そ
れ
が
い
い
。
で

も
こ
れ
を
見
抜
け
な
け
れ
ば
プ
ロ
失
格
だ

よ
）。
そ
う
、
こ
れ
こ
そ
が
「
本
物
」
の

Ｐ
Ｗ
Ｆ
ヘ
ビ
ー
級
黄
金
ベ
ル
ト
だ
か
ら
で
あ

る
。
馬
場
さ
ん
の
七
回
忌
の
時
、
後
楽
園

ホ
ー
ル
の
１
階
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
た
っ
た

１
度
展
示
さ
れ
た
。
あ
れ
以
来
、
実
に
13

年
ぶ
り
の
御
開
帳
だ
。

１
９
９
８
年
に
『
検
証
　
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ベ
ル
ト
の
謎
』
と
い
う
増
刊
号
を
作
っ

た
時
、
裏
が
分
か
っ
て
い
て
も
、
本
当
の

こ
と
が
書
け
な
い
点
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
こ
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
の
真
実

だ
。
馬
場
さ
ん
は
全
日
本
を
旗
揚
げ
す

る
72
年
10
月
に
力
道
山
家
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
ベ
ル
ト
を
翌
73
年
２
月
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
獲

得
時
か
ら
巻
い
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

「
テ
ー
ズ
ベ
ル
ト
」
の
精
巧
な
コ
ピ
ー
だ

が
、
馬
場
さ
ん
の
腰
に
は
小
さ
く
、
き
つ

め
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
「
力
道
山

ベ
ル
ト
」
に
は
「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
Ｓ 

Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｖ
Ｙ 

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
」
と
い
う
刻
印
が
あ
っ
た
（
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

＝
Ｗ
Ｗ
Ａ
と
し
て
ロ
ス
で
使
用
さ
れ
た
か

ら
）。
全
日
本
を
旗
揚
げ
し
た
馬
場
さ
ん

は
73
年
２
月
に
渡
米
し
て
セ
ン
ト
ル
イ
ス

で
Ｎ
Ｗ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
入
り
が
認
め

ら
れ
る
。
Ｎ
Ｗ
Ａ
に
加
盟
し
た
限
り
、
自

前
の
テ
リ
ト
リ
ー
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
王

座
か
ら
「
世
界
」
の
名
称
を
外
さ
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
馬
場
さ
ん
は
新

た
な
ベ
ル
ト
を
作
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

た
の
だ
。

馬
場
さ
ん
は
こ
の
「
テ
ー
ズ
ベ
ル
ト
」

≒「
力
道
山
ベ
ル
ト
」に
憧
れ
て
い
た
た
め
、

デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
て
自
分
サ
イ
ズ
の
新

ベ
ル
ト
作
成
に
動
く
。
全
日
本
の
権
威
の

象
徴
に
す
る
た
め
に
よ
り
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ

が
求
め
ら
れ
、
純
金
を
多
用
し
た
ゴ
ー
ル

ド
ベ
ル
ト
を
作
る
指
示
を
出
す
。
日
本
で

の
金
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
た
た
め
、
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
金
を
運
ば
せ
た
の
で
あ
る
。

「
馬
場
さ
ん
は
顔
見
知
り
の
記
者
た
ち
に

出
張
先
の
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
金
を
運
ぶ
よ

う
に
依
頼
し
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
は
亡

く
な
っ
た
竹
内
宏
介
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い

た
。
故
菊
池
孝
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
「
俺

も
香
港
か
ら
持
っ
て
き
た
し
、
他
に
も
何

人
か
で
持
ち
込
ん
だ
」
と
こ
っ
そ
り
私
に

教
え
て
く
れ
た
。

今
回
、
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
の
ベ
ル
ト

の
側
に
座
っ
て
い
た
カ
ブ
キ
さ
ん
も
同
様

の
発
言
を
し
て
い
た
。「
馬
場
さ
ん
は
台

湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
っ
た
人

に
頼
ん
で
い
た
よ
。
み
ん
な
で
少
し
ず
つ

ね
。
俺
も
い
ろ
ん
な
所
に
金
を
隠
し
て
日

本
に
帰
っ
て
き
た
も
ん
（
笑
）。
そ
れ
を

溶
か
し
て
そ
の
ベ
ル
ト
に
し
た
の
よ
」。
73

年
４
月
に
は
轡
田
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

遠
征
し
、
高
千
穂
も
同
年
10
月
に
轡
田

と
豪
州
遠
征
し
て
い
る
。
直
行
便
が
な
い

た
め
、
カ
ン
タ
ス
航
空
は
行
き
帰
り
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
に
立
ち
寄
っ
た
よ
う

で
、
こ
の
時
に
〝
運
ん
だ
〟
ら
し
い
。

そ
し
て
突
貫
作
業
で
完
成
し
た
の
が
こ

の
黄
金
ベ
ル
ト
だ
っ
た
。
急
が
せ
た
の
に

は
訳
が
あ
っ
た
。
馬
場
さ
ん
が
12
月
14
日
、

日
大
講
堂
の
フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
エ
リ
ッ

ク
と
の
９
度
目
の
防
衛
戦
ま
で
力
道
山
ベ

ル
ト
を
使
っ
た
の
は
翌
日
が
命
日
だ
っ
た

か
ら
で
、
そ
の
日
か
ら
「
世
界
」
の
名
称

を
外
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

年
明
け
に
Ｎ
Ｗ
Ａ
の
サ
ム
・
マ
ソ
ニ
ッ
ク
会

長
と
世
界
王
者
を
日
本
に
招
聘
す
る
プ
ラ

ン
が
決
定
し
て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
こ
の
純
金
ベ
ル
ト
は
明
け
て
74

年
の
１
月
23
日
、
長
崎
国
際
体
育
館
で
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
リ
ス
コ
と
の
ダ
ブ
ル
・
タ
イ

ト
ル
マ
ッ
チ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
（
引
き
分

け
ド
ロ
ー
）。
そ
こ
で
ま
る
で
Ｎ
Ｗ
Ａ
本
部

か
ら
の
特
別
贈
呈
品
の
よ
う
に
マ
ソ
ニ
ッ

ク
会
長
か
ら
新
し
い
ベ
ル
ト
を
受
け
取
る
。

こ
こ
に
馬
場
さ
ん
は
こ
だ
わ
っ
た
の
だ
。上

（
Ｎ
Ｗ
Ａ
）
か
ら
の
「
お
墨
付
き
」
や
「
権

威
」
を
必
要
と
す
る
時
代
だ
っ
た
。

こ
の
新
ベ
ル
ト
は
27
日
、
大
阪
市
東
淀

川
体
育
館
で
の
ハ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
と
の

11
度
目
の
防
衛
戦
、
29
日
の
郡
山
市
総

合
体
育
館
で
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
田
中
と

の
12
度
目
の
防
衛
戦
、
さ
ら
に
30
日
の

日
大
講
堂
で
の
ブ
リ
ス
コ
と
の
再
戦
ま
で

使
用
さ
れ
た
。
レ
イ
ス
モ
デ
ル
初
登
場
の

シ
リ
ー
ズ
で
、
マ
ソ
ニ
ッ
ク
さ
ん
は
本
部

席
で
新
品
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
と
見
比
べ
た

は
ず
だ
。
先
の
「
レ
イ
ス
モ
デ
ル
の
検
証
」

で
は
帰
国
後
に
ブ
リ
ス
コ
が
赤
の
ベ
ル
ベ
ッ

ト
か
ら
黒
革
へ
張
り
替
え
さ
せ
た
と
書
い

た
が
、
こ
の
ベ
ル
ト
の
ガ
ッ
チ
リ
し
た
革

を
見
た
ら
マ
ソ
ニ
ッ
ク
会
長
だ
っ
て
「
我
々

も
…
」
と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
日
大
講
堂
が
純
金
Ｐ
Ｗ

Ｆ
ベ
ル
ト
使
用
の
最
後
の
試
合
と
な
っ
た
。

馬
場
さ
ん
は
「
大
枚
を
は
た
い
て
作
っ
た

は
い
い
け
ど
、
物
騒
す
ぎ
て
、
こ
れ
か
ら

先
、
地
方
や
海
外
に
持
ち
ま
わ
る
の
に
は

危
険
す
ぎ
る
」
と
封
印
し
、
自
宅
保
管

と
な
っ
た
の
だ
。
使
用
期
間
は
僅
か
１
週

間
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら
し
て
こ
の
ベ
ル

ト
に
相
当
高
額
な
費
用
が
投
じ
ら
れ
て
作

ら
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
純
度
も
高

か
っ
た
は
ず
。
そ
し
て
こ
の
ベ
ル
ト
は
マ
ソ

ニ
ッ
ク
会
長
や
Ｎ
Ｗ
Ａ
世
界
王
者
に
「
黄

金
の
団
体
　
オ
ー
ル
ジ
パ
ン
グ
」
を
披
露

す
る
た
め
の
最
大
級
の
見
栄
だ
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
翌
年
の
Ｎ
Ｗ

Ａ
世
界
奪
取
に
繋
が
っ
た
の
で
は
、
と
推

察
す
る（
も
し
か
し
た
ら
75
年
12
月
５
日
、

両
国
日
大
講
堂
の
試
合
前
の
馬
場
さ
ん
の

Ｎ
Ｗ
Ａ
＆
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
撮
影
時
は
こ
の

純
金
ベ
ル
ト
か
も
し
れ
な
い
…
）。

74
年
３
月
15
日
、
仙
台
で
の
ジ
ン
・
キ

ニ
ス
キ
ー
と
の
防
衛
戦
か
ら
、
そ
っ
く
り

の
レ
プ
リ
カ
…
２
本
目
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト

が
登
場
し
て
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う

に
使
わ
れ
出
し
た
。
こ
の
「
影
武
者
ベ
ル

ト
」
は
キ
ラ
ー
・
ト
ー
ア
・
カ
マ
タ
、
ビ

ル
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ア
ブ
ド
ー
ラ
・
ザ
・

ブ
ッ
チ
ャ
ー
、
ハ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
、
ス

タ
ン
・
ハ
ン
セ
ン
、
長
州
力
、
天
龍
源
一

郎
ら
が
巻
く
こ
と
で
、
次
第
に
〝
本
物
〟

に
な
っ
て
行
く
。
そ
し
て
平
成
元
年
に
三

冠
の
１
本
と
な
っ
た
頃
に
中
央
台
座
の

金
メ
ッ
キ
は
す
っ
か
り
剥
げ
落
ち
て
い
た
。

２
０
１
３
年
10
月
に
馬
場
家
に
返
還
さ
れ

る
ま
で
、
こ
の
レ
プ
リ
カ
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
は

〝
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
〟
39
年
間

使
わ
れ
続
け
た
。
こ
ん
な
長
寿
ベ
ル
ト
は

世
界
的
に
珍
し
い
だ
ろ
う
（
最
古
の
ア
ジ

ア
・
タ
ッ
グ
は
途
切
れ
て
い
る
）。

さ
て
、
純
金
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
を
改
め
て

見
て
み
よ
う
。
鎖
こ
そ
何
箇
所
か
切
れ
て

い
る
が
、
中
央
の
２
つ
重
な
っ
た
地
球
の

立
体
感
、
研
磨
さ
れ
た
大
陸
の
質
感
が
目

を
引
く
、
何
よ
り
も
金
の
細
工
は
ま
る
で

昨
日
彫
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど

生
々
し
い
。
私
に
は
メ
キ
シ
コ
国
立
人
類

学
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ア
ス
テ
カ

等
の
金
製
品
と
同
じ
色
合
い
、
同
じ
輝
き

に
映
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
数
試
合
し
か
使

わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
ベ
ル
ト
の
革
自
体
に

汚
れ
や
損
傷
、
湿
気
に
よ
る
縮
み
が
全
く

な
い
。

力
道
山
ベ
ル
ト
も
テ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
精

巧
な
コ
ピ
ー
だ
が
、
細
部
を
見
る
と
、
こ

ち
ら
も
元
祖
や
中
興
の
ベ
ル
ト
に
負
け
な

い
レ
ベ
ル
の
高
い
工
芸
技
術
で
あ
る
こ
と

が
窺
え
る
。
日
本
の
細
工
職
人
の
技
巧
は

実
に
素
晴
ら
し
い
。
正
直
、
Ｐ
Ｗ
Ｆ
は
個

人
的
に
思
い
入
れ
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
で
も
、

好
き
な
ベ
ル
ト
で
は
な
か
っ
た
が
、
観
察

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
「
美
し
い
！
」
と
思
っ

た
。
次
に
ま
た
会
え
る
こ
と
は
あ
る
の
か

な
あ
…
。「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
博
物
館
」

を
作
っ
て
ほ
し
い
。「
昭
和
Ｂ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
な
ら
、
も
っ
と
嬉
し
い
。

012013

※元子さんのお別れ会に選手、ＯＢ、関係者が勢ぞろい。とても明るい会になる。

※馬場家門外不出の秘宝ＰＷＦヘビー級の黄金ベルトが 13 年ぶりに展示された。

※ 74 年１月、ＮＷＡマソニック会長から馬場に黄金ベルトが手渡された。

そ
し
て
何
よ
り
も
私
の
目
を
引
い
た
の

が
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ヘ
ビ
ー
級
選
手
権
の
ゴ
ー
ル
ド

ベ
ル
ト
だ
。「
き
っ
と
今
日
は
出
る
だ
ろ

う
」
と
期
待
し
て
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
展

示
さ
れ
て
い
て
、
テ
ン
シ
ョ
ン
は
Ｍ
Ａ
Ｘ
！

　

２
０
０
人
近
く
の
列
席
者
の
中
で
も
、
こ

の
ベ
ル
ト
に
異
常
反
応
し
て
駆
け
寄
っ
た

の
は
私
と
ゴ
ン
グ
の
戦
友
・
小
佐
野
景
浩

氏
だ
け
だ
っ
た
。
ベ
ル
ト
は
16
文
シ
ュ
ー

ズ
と
違
っ
て
、
ク
リ
ア
ケ
ー
ス
に
覆
わ
れ

て
い
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し

て
何
の
注
釈
も
書
か
れ
て
い
な
い
（
そ
れ

が
い
い
。
で
も
こ
れ
を
見
抜
け
な
け
れ
ば

プ
ロ
失
格
だ
よ
）。
そ
う
、こ
れ
こ
そ
が
「
本

物
」
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ヘ
ビ
ー
級
黄
金
ベ
ル
ト
だ

か
ら
で
あ
る
。
馬
場
さ
ん
の
七
回
忌
の
時
、

後
楽
園
ホ
ー
ル
の
１
階
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
た
っ
た
１
度
展
示
さ
れ
た
。
あ
れ
以
来
、

実
に
13
年
ぶ
り
の
御
開
帳
だ
。

１
９
９
８
年
に
『
検
証

　
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ベ
ル
ト
の
謎
』
と
い
う
増
刊
号
を
作
っ

た
時
、
裏
が
分
か
っ
て
い
て
も
、
本
当
の

こ
と
が
書
け
な
い
点
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
こ
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
の
真
実

だ
。
馬
場
さ
ん
は
全
日
本
を
旗
揚
げ
す
る
72

年
10
月
に
力
道
山
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ベ

ル
ト
を
翌
73
年
２
月
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
獲
得
時
か

ら
巻
い
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
テ
ー

ズ
ベ
ル
ト
」
の
精
巧
な
コ
ピ
ー
だ
が
、
馬
場

さ
ん
の
腰
に
は
小
さ
く
、
き
つ
め
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
「
力
道
山

ベ
ル
ト
」
に
は
「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
Ｓ 

Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｖ
Ｙ 

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
」
と
い
う
刻
印
が
あ
っ
た
（
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

＝
Ｗ
Ｗ
Ａ
と
し
て
ロ
ス
で
使
用
さ
れ
た
か

ら
）。
全
日
本
を
旗
揚
げ
し
た
馬
場
さ
ん
は

73
年
２
月
に
渡
米
し
て
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で

Ｎ
Ｗ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
入
り
が
認
め

ら
れ
る
。
Ｎ
Ｗ
Ａ
に
加
盟
し
た
限
り
、
自

前
の
テ
リ
ト
リ
ー
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
王

座
か
ら
「
世
界
」
の
名
称
を
外
さ
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
馬
場
さ
ん
は
新

た
な
ベ
ル
ト
を
作
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

た
の
だ
。

馬
場
さ
ん
は
こ
の
「
テ
ー
ズ
ベ
ル
ト
」

≒
「
力
道
山
ベ
ル
ト
」
に
憧
れ
て
い
た
た
め
、

デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
て
自
分
サ
イ
ズ
の
新

ベ
ル
ト
作
成
に
動
く
。
全
日
本
の
権
威
の

象
徴
に
す
る
た
め
に
よ
り
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ

が
求
め
ら
れ
、
純
金
を
多
用
し
た
ゴ
ー
ル

ド
ベ
ル
ト
を
作
る
指
示
を
出
す
。
日
本
で

の
金
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
た
た
め
、
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
金
を
運
ば
せ
た
の
で
あ
る
。

「
馬
場
さ
ん
は
顔
見
知
り
の
記
者
た
ち
に
出

張
先
の
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
金
を
運
ぶ
よ
う

に
依
頼
し
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
は
亡
く

な
っ
た
竹
内
宏
介
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た
。

故
菊
池
孝
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
「
俺
も
香

港
か
ら
持
っ
て
き
た
し
、
他
に
も
何
人
か

で
持
ち
込
ん
だ
」
と
こ
っ
そ
り
私
に
教
え

て
く
れ
た
。

今
回
、
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
の
ベ
ル
ト

の
側
に
座
っ
て
い
た
カ
ブ
キ
さ
ん
も
同
様

の
発
言
を
し
て
い
た
。「
馬
場
さ
ん
は
台
湾
、

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
っ
た
人
に
頼

ん
で
い
た
よ
。
み
ん
な
で
少
し
ず
つ
ね
。

俺
も
い
ろ
ん
な
所
に
金
を
隠
し
て
日
本
に

帰
っ
て
き
た
も
ん
（
笑
）。
そ
れ
を
溶
か
し

て
そ
の
ベ
ル
ト
に
し
た
の
よ
」。
73
年
４
月

に
は
轡
田
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
遠
征
し
、

高
千
穂
も
同
年
10
月
に
轡
田
と
豪
州
遠
征

し
て
い
る
。
直
行
便
が
な
い
た
め
、
カ
ン

タ
ス
航
空
は
行
き
帰
り
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
香
港
に
立
ち
寄
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
時

に
〝
運
ん
だ
〟
ら
し
い
。

そ
し
て
突
貫
作
業
で
完
成
し
た
の
が
こ

の
黄
金
ベ
ル
ト
だ
っ
た
。
急
が
せ
た
の
に

は
訳
が
あ
っ
た
。
馬
場
さ
ん
が
12
月
14
日
、

ソ
ン
、
ア
ブ
ド
ー
ラ
・
ザ
・
ブ
ッ
チ
ャ
ー
、

ハ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
、
ス
タ
ン
・
ハ
ン
セ

ン
、
長
州
力
、
天
龍
源
一
郎
ら
が
巻
く
こ

と
で
、
次
第
に
〝
本
物
〟
に
な
っ
て
行
く
。

そ
し
て
平
成
元
年
に
三
冠
の
１
本
と
な
っ

た
頃
に
中
央
台
座
の
金
メ
ッ
キ
は
す
っ
か

り
剥
げ
落
ち
て
い
た
。
２
０
１
３
年
10
月

に
馬
場
家
に
返
還
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
レ

プ
リ
カ
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
は
〝
一
度
も
途
切

れ
る
こ
と
な
く
〟
39
年
間
使
わ
れ
続
け
た
。

こ
ん
な
長
寿
ベ
ル
ト
は
世
界
的
に
珍
し
い

だ
ろ
う
（
最
古
の
ア
ジ
ア
・
タ
ッ
グ
は
途

切
れ
て
い
る
）。

さ
て
、
純
金
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
を
改
め
て

見
て
み
よ
う
。
鎖
こ
そ
何
箇
所
か
切
れ
て
い

る
が
、
中
央
の
２
つ
重
な
っ
た
地
球
の
立
体

感
、研
磨
さ
れ
た
大
陸
の
質
感
が
目
を
引
く
、

何
よ
り
も
金
の
細
工
は
ま
る
で
昨
日
彫
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
生
々
し
い
。

私
に
は
メ
キ
シ
コ
国
立
人
類
学
博
物
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
ア
ス
テ
カ
等
の
金
製
品

と
同
じ
色
合
い
、
同
じ
輝
き
に
映
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
数
試
合
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い

か
ら
、
ベ
ル
ト
の
革
自
体
に
汚
れ
や
損
傷
、

湿
気
に
よ
る
縮
み
が
全
く
な
い
。

力
道
山
ベ
ル
ト
も
テ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
精

巧
な
コ
ピ
ー
だ
が
、
細
部
を
見
る
と
、
こ

ち
ら
も
元
祖
や
中
興
の
ベ
ル
ト
に
負
け
な

い
レ
ベ
ル
の
高
い
工
芸
技
術
で
あ
る
こ
と

が
窺
え
る
。
日
本
の
細
工
職
人
の
技
巧
は

実
に
素
晴
ら
し
い
。
正
直
、
Ｐ
Ｗ
Ｆ
は
個

人
的
に
思
い
入
れ
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
で
も
、

好
き
な
ベ
ル
ト
で
は
な
か
っ
た
が
、
観
察

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
「
美
し
い
！
」
と
思
っ
た
。

次
に
ま
た
会
え
る
こ
と
は
あ
る
の
か
な
あ

…
。「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
博
物
館
」を
作
っ

て
ほ
し
い
。「
昭
和
Ｂ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

な
ら
、
も
っ
と
嬉
し
い
。

18
日
は
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急

で
の
『
馬
場
元
子
さ
ん 

お
別
れ
会
』
に
出

席
し
た
。
坂
口
さ
ん
、天
龍
さ
ん
、小
鹿
さ
ん
、

カ
ブ
キ
さ
ん
、
百
田
さ
ん
、
小
橋
さ
ん
、
馳

さ
ん
、
渕
さ
ん
、
川
田
さ
ん
、
秋
山
選
手
…

そ
の
他
大
勢
の
選
手
、
Ｏ
Ｂ
、
関
係
者
が
出

席
し
て
の
盛
大
な
会
だ
っ
た
。
発
起
人
は
元

子
さ
ん
の
姪
の
あ
た
る
緒
方
里
咲
子
さ
ん
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
『
馬
場
さ

ん
＆
元
子
さ
ん
〝
永
遠
な
る
再
会
〟』
と
あ
っ

て
、
し
ん
み
り
し
た
会
と
い
う
よ
り
も
、
明

る
い
会
に
な
っ
た
。

元
子
さ
ん
が
生
前
、
馬
場
さ
ん
の
法
事

に
何
度
も
こ
う
し
た
集
ま
り
を
開
い
た
。
そ

う
い
う
時
は
元
子
さ
ん
の
好
み
で
出
席
者
の

人
選
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
ノ
ー
サ

イ
ド
と
い
っ
た
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。
今
ま
で
の

よ
う
な
馬
場
さ
ん
中
心
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で

は
な
く
、
元
子
さ
ん
自
身
や
馬
場
さ
ん
と
の

生
活
感
に
溢
れ
た
セ
ン
ス
の
良
い
展
示
が
目

を
引
い
た
。

献
花
は
元
子
さ
ん
の
好
き
な
ひ
ま
わ
り
。

宴
会
場
ま
で
の
数
十
メ
ー
ト
ル
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
ハ
ワ
イ
の
熱
帯
林
に
な
っ
て
い
て
、
ジ

グ
ザ
グ
の
小
径
の
中
に
ア
ル
バ
ム
や
愛
用
の

バ
ッ
グ
、
夫
婦
箸
、
馬
場
さ
ん
と
元
子
さ

ん
が
交
わ
し
た
エ
ア
メ
ー
ル
、
仲
睦
ま
じ
い

写
真
、
そ
の
他
、
夫
婦
の
生
活
用
品
が
い
ろ

い
ろ
展
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
熱
帯
林
は
宴

会
場
の
背
景
と
な
り
、
宴
が
進
行
す
る
に
連

れ
て
朝
焼
け
か
ら
夕
焼
け
に
な
っ
て
い
く
演

出
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
が

置
か
れ
て
、
２
人
の
好
物
の
パ
ン
や
お
に
ぎ

り
、
ワ
イ
ン
に
ビ
ー
ル
が
並
べ
ら
れ
、
端
に

そ
っ
と
葉
巻
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
周
辺

に
は
馬
場
さ
ん
が
描
い
た
ハ
ワ
イ
の
海
の
油

絵
が
数
点
、
16
文
の
リ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
も
さ

り
げ
な
く
置
か
れ
て
い
る
。
試
合
道
具
は
こ

れ
だ
け
…
。

日
大
講
堂
の
フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
エ
リ
ッ

ク
と
の
９
度
目
の
防
衛
戦
ま
で
力
道
山
ベ
ル

ト
を
使
っ
た
の
は
翌
日
が
命
日
だ
っ
た
か
ら

で
、
そ
の
日
か
ら
「
世
界
」
の
名
称
を
外
し

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
年
明
け
に

Ｎ
Ｗ
Ａ
の
サ
ム
・
マ
ソ
ニ
ッ
ク
会
長
と
世
界

王
者
を
日
本
に
招
聘
す
る
プ
ラ
ン
が
決
定
し

て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
こ
の
純
金
ベ
ル
ト
は
明
け
て
74

年
の
１
月
23
日
、
長
崎
国
際
体
育
館
で
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
リ
ス
コ
と
の
ダ
ブ
ル
・
タ
イ

ト
ル
マ
ッ
チ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
（
引
き
分
け

ド
ロ
ー
）。
そ
こ
で
ま
る
で
Ｎ
Ｗ
Ａ
本
部
か

ら
の
特
別
贈
呈
品
の
よ
う
に
マ
ソ
ニ
ッ
ク
会

長
か
ら
新
し
い
ベ
ル
ト
を
受
け
取
る
。
こ
こ

に
馬
場
さ
ん
は
こ
だ
わ
っ
た
の
だ
。
上
（
Ｎ

Ｗ
Ａ
）
か
ら
の
「
お
墨
付
き
」
や
「
権
威
」

を
必
要
と
す
る
時
代
だ
っ
た
。

こ
の
新
ベ
ル
ト
は
27
日
、
大
阪
市
東
淀

川
体
育
館
で
の
ハ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
と
の
11

度
目
の
防
衛
戦
、
29
日
の
郡
山
市
総
合
体
育

館
で
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
田
中
と
の
12
度
目

の
防
衛
戦
、
さ
ら
に
30
日
の
日
大
講
堂
で
の

ブ
リ
ス
コ
と
の
再
戦
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
レ

イ
ス
モ
デ
ル
初
登
場
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
マ
ソ

ニ
ッ
ク
さ
ん
は
本
部
席
で
新
品
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ

ル
ト
と
見
比
べ
た
は
ず
だ
。
先
の
「
レ
イ
ス

モ
デ
ル
の
検
証
」
で
は
帰
国
後
に
ブ
リ
ス
コ

が
赤
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
か
ら
黒
革
へ
張
り
替
え

さ
せ
た
と
書
い
た
が
、
こ
の
ベ
ル
ト
の
ガ
ッ

チ
リ
し
た
革
を
見
た
ら
マ
ソ
ニ
ッ
ク
会
長

だ
っ
て「
我
々
も
…
」と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
日
大
講
堂
が
純
金
Ｐ
Ｗ

Ｆ
ベ
ル
ト
使
用
の
最
後
の
試
合
と
な
っ
た
。

馬
場
さ
ん
は
「
大
枚
を
は
た
い
て
作
っ
た
は

い
い
け
ど
、
物
騒
す
ぎ
て
、
こ
れ
か
ら
先
、

地
方
や
海
外
に
持
ち
ま
わ
る
の
に
は
危
険
す

ぎ
る
」
と
封
印
し
、
自
宅
保
管
と
な
っ
た
の

だ
。
使
用
期
間
は
僅
か
１
週
間
。
そ
う
し
た

状
況
か
ら
し
て
こ
の
ベ
ル
ト
に
相
当
高
額
な

費
用
が
投
じ
ら
れ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
窺
い

知
れ
る
。
純
度
も
高
か
っ
た
は
ず
。
そ
し
て

こ
の
ベ
ル
ト
は
マ
ソ
ニ
ッ
ク
会
長
や
Ｎ
Ｗ
Ａ

世
界
王
者
に
「
黄
金
の
団
体

　
オ
ー
ル
ジ
パ

ン
グ
」
を
披
露
す
る
た
め
の
最
大
級
の
見
栄

だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
翌

年
の
Ｎ
Ｗ
Ａ
世
界
奪
取
に
繋
が
っ
た
の
で

は
、
と
推
察
す
る
（
も
し
か
し
た
ら
75
年
12

月
５
日
、
両
国
日
大
講
堂
の
試
合
前
の
馬
場

さ
ん
の
Ｎ
Ｗ
Ａ
＆
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
撮
影
時
は

こ
の
純
金
ベ
ル
ト
か
も
し
れ
な
い
…
）。

74
年
３
月
15
日
、
仙
台
で
の
ジ
ン
・
キ

ニ
ス
キ
ー
と
の
防
衛
戦
か
ら
、
そ
っ
く
り
の

レ
プ
リ
カ
…
２
本
目
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
が

登
場
し
て
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
使
わ

れ
出
し
た
。
こ
の
「
影
武
者
ベ
ル
ト
」
は
キ

ラ
ー
・
ト
ー
ア
・
カ
マ
タ
、
ビ
ル
・
ロ
ビ
ン

純金ベルト御開帳！ドクトル・ルチャの１９○○ぼやき旅

014015

※元子さんのお別れ会に選手、ＯＢ、関係者が勢ぞろい。とても明るい会になる。

※馬場家門外不出の秘宝ＰＷＦヘビー級の黄金ベルトが 13 年ぶりに展示された。

※ 74 年１月、ＮＷＡマソニック会長から馬場に黄金ベルトが手渡された。

Information
川崎市中原市民会館にて

『Ｘ’mas de マスク展』を開催中！
12 月 21日～ 24 日、川崎市
中原市民会館 １階市民ギャラ
リーで『Ｘ’mas de マスク展』
が開催されています。マスク
好きの有志が、貴重なマスク
を展示するイベント。期間中
にはマスクに関する公演や勉
強会などが企画予定です。
マスク好きのプロレスファンは
必見です。入場料無料、ぜひ
お越しください。

川崎市中原市民会館  １階市民ギャラリー
〒211‐0004 神奈川県川崎市中原区新丸子東3丁目
1100番地12  パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー
TEL 044‐433‐7773（営業時間 9：00〜18：00）
入場料無料

作品につきまして、昨今の守秘義務の関係で作品そのものの掲載はできません。サンプル作品は売り込み用として 2020 年に制作したものです。
実際の制作につきましては、子供向けファッション雑誌「maria」の制作や、㈱出版文化社さんの社史および単行本などを制作しています。
※サンプル作品は上が雑誌「Number」から、下はムック本「G SPIRITS」を参考に制作しました。
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作品につきまして、昨今の守秘義務の関係で作品そのものの掲載はできません。掲載の作品はサンプル用として過去に制作したもの、複数案の
中でボツになったものに手を加えたものです。主なクライアントは広告代理店および印刷会社、出版社からお仕事をさせて頂いております。
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制作サンプル
　紙媒体の物は基本的に何でも制作させていただいておりま
す。出版関係の書籍・雑誌からチラシ・パンフレット、交通広告、
新聞広告、パッケージやハッピ、POP など対応できるものは
可能な限り制作します。

制作料金
　制作料金につきましては当事務所では見積もりを行いません。　
同じクライアントでも、例えば見開きのカタログに 30 万円出
して頂ける所から、同じ作業内容、制作時間でも 5 万円以下の
場合まで、クライアントの体力によって制作費が大きく変わっ
てきます。他の原稿も同様です。
　もちろん当事務所も、事務所を運営していかなければいけま
せんので、あまりに低予算の原稿につきましては、お断りして
います。もちろん取引先との関係で低予算でも引き受ける場合
は多々ありますが、始めから低予算のみで外部スタッフを探さ
れてる企業もありますので、そういう目線での外部スタッフを
探されている場合は、ご遠慮させていただくことがあります。
　料金の問題を、このような形で表現するのは心苦しいですが、
ご理解いただけると幸いです。

制作環境
【作業マシン】
　Mac Studio (2022)　1 台
　Mac Pro (Early 2008)　1 台
　MacBook Pro (2016)　1 台

【対応 OS】
　Mac OS Ventura（バージョン 13.0.1） 
　Adobe Illustrator CC
　Adobe Photoshop CC
　Adobe InDesign CC

【対応フォント】 
　モリサワパスポート及び Fontworks などを中心に使用。



大阪市内在住で活動していますので、遠距離の取引先獲得は

難しいとされてきましたが、技術の確信で今は距離を感じるこ

となく仕事が出来る環境となりました。Web会議ソフト「Zoom」

を使っての Web 顔合わせも大歓迎です。ぜひ外部デザイナー

をお探しの際には、どうぞよろしくお願い致します。

〒545-0051大阪市阿倍野区旭町1-6-2-606号

TEL 06-6563-9490　e-mail  d-studio@docomonet.jp

D-studio 伊藤孝宏


